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SUMMARY

This article constitutes the second part of “Tracing the History of the Ichikawa Ichizō 
Theater Troupe” which appeared in the previous issue of this Bulletin （no. 54, 2020）．In that 
paper, I clearly showed that because members of the troupe were highly skilled and mainly 
came from families of actors, the Ichizō Theater Troupe was able to remain active until 1975, 
that is, until well after the end of the Pacific War when it was said that “koshibai （minor style 
Kabuki troupes） had disappeared.”

This paper analyzes plays staged by the Ichizō Theater Troupe and other minor style 
Kabuki troupes．Some of the plays made popular by major style Kabuki troupes in the 
Edo period were seen less frequently after the 1890s as Kabuki became more modern．But 
these were often performed by minor style Kabuki troupes．Analysis of these plays reveals 
characteristics associated with early modern Kabuki of the Edo period such as “joking” 
“obscenity,” worldliness” “explanatory” and “grotesqueness” or a view of “art” that  Kishida 
Ryūsei called “artistically high-grade hikin bi （simple  beauty）．”

Finally, I have shown that koshibai or minor style Kabuki troupes not only inherited 
the characteristics of early modern Kabuki, or Edo-period Kabuki, which was said to have 
disappeared with modernization, but  continued to be active until the 1970s.
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は
か
な
り
多
く
の
回
数
上
演
さ
れ
て
い
る
　10
。
も
と
も
と
上
方
で
人
気
の
演
目
で
あ
り
、
中
芝

居
劇
団
で
は
よ
く
上
演
さ
れ
た
。滝
口
上
野
と
筆
助
の
役
を
一
人
二
役
で
演
ず
る
こ
と
が
多
く
、

市
蔵
劇
団
で
も
滝
口
と
筆
助
の
二
役
を
、
多
恵
子
の
父
市
蔵
（
藤
田
栄
）
か
兄
荒
五
郎
（
藤
田

良
浩
）
が
演
じ
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
　11
出
身
の
初
代
中
村
福
太
郎
が
在
籍
し
た
時
代
に
は
彼
が
初

花
役
を
、
初
代
没
後
は
二
代
目
福
太
郎
（
兼
元
末
次
）
が
演
じ
た
。
勝
五
郎
役
は
新
鋭
歌
舞
伎

出
身
と
い
う
尾
上
菊
太
郎
が
演
じ
て
い
た
。

　
敵
討
物
は
小
芝
居
で
人
気
が
あ
っ
た
　12
こ
と
に
加
え
、不
具
の
二
枚
目
勝
五
郎
、『
小
栗
判
官
』

を
思
わ
せ
る
い
ざ
り
車
の
趣
向
、
殺
さ
れ
た
初
花
の
亡
霊
の
登
場
な
ど
と
、
ケ
レ
ン
的
演
出
　13

が
多
い
こ
と
も
人
気
の
あ
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

［
梅
の
由
兵
衛
長
吉
殺
し
　
茜
あ
か
ね

染ぞ
め
の
な
か
の
か
く
れ

野
中
隠
井い

］　
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
大
坂
で
起
こ
っ

た
実
際
の
事
件
を
元
に
、
義
太
夫
や
歌
舞
伎
狂
言
に
さ
れ
た
「
梅
の
由
兵
衛
物
」
の
一
つ
『
茜

染
野
中
隠
井
』
は
原
田
良
助
作
、
並
木
宗
輔
添
削
で
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
大
坂
豊
竹
座

初
演
　14
で
あ
る
。
そ
の
二
段
目
『
聚
楽
町
の
場
』
が
、通
称
『
梅
の
由
兵
衛
長
吉
殺
し

　
聚
楽
町
』

で
あ
る
。「
梅
の
由
兵
衛
」
と
い
え
ば
江
戸
を
舞
台
に
書
き
直
さ
れ
た
並
木
五
瓶
作
『
御ご

ぞ
ん
じ存

梅

の
由
兵
衛
（
隅す

だ
の田

春は
る

妓げ
い
し
ゃ女

容か
た
ぎ性

）』
が
有
名
で
あ
り
、
白
塗
り
の
江
戸
風
の
男
伊
達
と
し
て
由

兵
衛
が
描
か
れ
て
い
る
が
、『
聚
楽
町
』
の
舞
台
は
大
坂
で
、
義
に
厚
く
や
む
な
く
義
理
の
弟

長
吉
を
手
に
掛
け
て
し
ま
う
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
　15
。
明
治
以
降
東
京
で
の
公
演
は
大
正
時

代
に
三
回
、
昭
和
期
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
ま
で
に
三
回
し
か
上
演
さ
れ
て
お
ら
ず
　16
、

す
べ
て
小
芝
居
系
の
劇
場
で
の
公
演
で
あ
る
。
市
蔵
劇
団
で
も
し
ば
し
ば
上
演
し
、
由
兵
衛
を

荒
五
郎
（
良
浩
）、
小
梅
を
二
代
目
福
太
郎
（
兼
元
）、
長
吉
を
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）、
若

旦
那
を
二
代
目
団
四
郎
（
勝
三
）
が
演
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年

に
江
戸
東
京
博
物
館
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
演
出
に
よ
る
『
聚
楽
町
』
が
復
活

上
演
さ
れ
た
。

［
大
石
東
下
り
　
立
花
左
近
］　
講
談
の
『
義
士
外
伝
』
で
知
ら
れ
た
話
を
歌
舞
伎
化
し
た
も
の

で
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
は
な
い
話
で
あ
る
。
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
は
平
成
十
四
（
二
○

○
二
）
年
に
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
演
出
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
ま
で
、
一
度
も

上
演
さ
れ
な
か
っ
た
　17
。
討
ち
入
り
の
決
意
を
固
め
た
大
石
内
蔵
助
一
行
が
「
金
埋
御
用

　
立

花
左
近
一
行
」　18
と
偽
り
小
田
原
本
宿
に
差
し
掛
か
っ
た
際
、
本
物
の
立
花
左
近
と
遭
遇
す
る
。

大
石
と
立
花
の
駆
け
引
き
が
『
勧
進
帳
』
の
弁
慶
と
富
樫
の
や
り
と
り
を
思
わ
せ
、
長
唄
「
勧

進
帳
」
を
要
所
に
入
れ
る
と
い
う
演
出
は
「
小
芝
居
ら
し
い
恣
意
性
に
富
み
無
心
に
楽
し
め

る
」　19
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
市
蔵
劇
団
と
し
て
は
長
く
演
じ
続
け
た
演
目
で
、
市
蔵
の
演
し

物
で
あ
っ
た
。
立
花
を
市
蔵
、
大
石
は
劇
団
に
長
く
在
籍
し
た
緑
屋
尾
上
緑
左
衛
門
、
主
税
は

多
恵
子
の
姉
の
二
代
目
小
紫
（
智
子
）、
智
子
没
後
は
三
代
目
小
紫
の
多
恵
子
が
演
じ
た
。

［
大
石
妻
子
別
れ
　
碁
盤
太
平
記
　
山
科
閑
居
］　『
碁
盤
太
平
記
』
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

に
先
行
す
る
「
忠
臣
蔵
物
」
で
、
宝
永
年
間 

近
松
門
左
衛
門
作
、
大
坂
竹
本
座
で
上
演
さ
れ

た
人
形
浄
瑠
璃
だ
が
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
、
大
阪
弁
天
座
上
演
（
渡
辺
霞か

て
い亭

脚
色
）

の
物
が
初
代
中
村
鴈
治
郎
の
「
玩
辞
楼
十
二
曲
」
に
入
れ
ら
れ
た
　20
。
昭
和
初
期
に
は
鴈
治
郎

が
幾
度
も
上
演
し
、
中
芝
居
で
も
関
東
の
小
芝
居
で
も
盛
ん
に
上
演
さ
れ
た
。
東
京
の
大
歌
舞

伎
で
は
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
初
代
吉
右
衛
門
が
演
じ
た
が
、昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）

年
の
か
た
ば
み
座
で
の
上
演
以
降
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
二
代
目
鴈
治
郎
が
歌
舞
伎

座
で
上
演
す
る
ま
で
上
演
は
絶
え
て
い
た
　21
。
平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
演
出
に
よ
り
復
活
さ
れ
、
近
年
で
は
平
成
二
十
七
（
二
○
一
五
）
年
、
京

都
南
座
の
顔
見
世
で
上
演
さ
れ
た
。

　
山
科
閑
居
に
住
ま
い
す
る
浪
士
達
や
大
石
が
連
れ
て
く
る
色
町
の
芸
妓
や
幇
間
な
ど
、
幕
開

き
の
登
場
人
数
が
多
く
、
華
や
か
に
始
ま
る
。
一
方
、
山
科
閑
居
に
潜
む
三
人
も
の
間
者
と
大

石
親
子
の
駆
け
引
き
に
加
え
、
大
石
の
母
と
妻
の
陸
が
大
石
を
諫
め
に
登
場
す
る
と
い
う
緊
張

度
の
高
い
展
開
で
あ
る
。
良
い
芝
居
な
の
で
市
蔵
の
演
し
物
と
し
て
数
多
く
か
け
た
と
い
う
。

［
扇
谷
熊
谷
］　
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
竹
本
座
初
演
の
浄
瑠
璃
『
須す

ま
の磨

都み
や
こ

源げ
ん
ぺ
い平

躑つ
つ
じ躅

』

が
元
に
な
り
、
歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
た
。
佐
藤
彰
に
よ
れ
ば
「
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
二

月
大
坂
・
沢
村
門
太
郎
座
（
角
）
の
《
源
平
つ
つ
じ
》
に
は
《
一
谷
嫩
軍
記
》
の
〈
組
討
〉
を

当
て
込
ん
だ
〈
五
条
橋
の
場
〉
が
書
き
加
え
ら
れ
、
以
後
こ
れ
が
型
に
な
っ
た
」　22
と
あ
る
。

弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
に
は
三
代
目
桜
田
治
助
作
、
中
村
座
初
演
の
『
源
平
咲
分
つ
ゝ
じ
』

が
前
作
を
増
補
さ
れ
て
上
演
さ
れ
た
。『
扇
屋
熊
谷
』
と
通
称
さ
れ
る
。
近
代
以
降
も
人
気
が

高
く
、
明
治
大
正
昭
和
に
か
け
て
大
歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、『
熊
谷
陣
屋
』
の
上

演
回
数
に
比
べ
れ
ば
少
な
く
、
戦
後
は
極
端
に
少
な
い
。
一
方
で
小
芝
居
で
は
数
多
く
の
上
演

が
記
録
さ
れ
て
い
る
　23
。

　
市
蔵
劇
団
で
も
「
組
打
」
の
場
が
入
っ
た
演
出
で
し
ば
し
ば
上
演
し
、
多
恵
子
は
敦
盛
役
を

多
く
演
じ
た
。
着
物
か
ら
引
き
抜
く
と
着
込
み
の
布
製
の
鎧
姿
に
な
る
。
そ
の
姿
で
熊
谷
と
組

み
討
ち
を
し
、未
来
の
再
会
を
期
す
と
い
う
幕
切
れ
で
あ
る
。
犬
丸
治
は
「
芝
居
ら
し
い
芝
居
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
歌
舞
伎
で
の
上
演
回
数
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
人
気
の
高
い
『
熊
谷
陣

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二

一
、
は
じ
め
に

　
拙
稿
（
二
○
二
一
）１ 

に
引
続
い
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
三
河
屋
市
川
市
蔵
（
本
名 

藤
田
栄
）

が
率
い
た
市
蔵
劇
団
は
、
歌
舞
伎
専
門
の
中
芝
居
劇
団
と
し
て
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
ま

で
活
動
し
て
い
た
。
中
芝
居
と
い
う
の
は
歌
舞
伎
専
門
の
関
西
系
小
芝
居
の
こ
と
で
あ
る
。

　「
小
芝
居
」
の
語
は
時
代
に
よ
り
様
々
な
意
味
が
付
与
さ
れ
定
義
が
難
し
い
が
、
大
正
・
昭

和
期
に
使
わ
れ
た
「
小
芝
居
」
の
語
は
劇
団
の
規
模
や
劇
場
の
大
き
さ
で
は
な
く
、
ラ
ン
ク
と

し
て
大
歌
舞
伎
の
下
に
位
置
す
る
歌
舞
伎
を
指
す
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
東
京
で
は
小
芝
居
の

活
動
の
場
で
あ
っ
た
寿
劇
場
が
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
の
空
襲
で
焼
失
し
「
小
芝
居

の
燈
は
消
え
た
」２ 

と
さ
れ
、
戦
後
は
そ
の
残
党
に
よ
る
「
か
た
ば
み
座
」
の
活
動
が
小
芝
居

の
最
後
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
関
西
系
小
芝
居
は
「
中
芝
居
」
と

呼
ば
れ
、
戦
後
も
市
松
延
見
子
一
座
、
細
川
興
行

３
、
市
川
市
蔵
劇
団
な
ど
数
多
く
の
中
芝
居

劇
団
が
地
方
興
行
の
形
で
歌
舞
伎
の
上
演
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
最
も
遅
く
ま
で
活
動

し
た
の
が
市
蔵
劇
団
だ
が
、
戦
後
の
中
芝
居
や
小
芝
居
の
活
動
に
対
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

４
。
現
在
筆
者
は
元
市
蔵
劇
団
員
の
う
ち
、
現
在
も
振
付
師
と
し
て
活
動

し
て
い
る
岩
井
小
紫
師
（
兼
元
多
恵
子
氏
）
と
市
川
団
四
郎
師
（
今
井
勝
三
氏
）
の
姉
弟
に
対

し
て
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

５
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
語
り
か
ら
戦
後
の
中
芝
居
・
小
芝
居
の
実
態

を
記
録
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
前
稿
で
は
市
蔵
の
役
者
家
族
及
び
小
芝
居
や
中
芝
居
の
腕
の
あ
る
役
者
達
に
よ
り
公
演
活
動

を
し
た
劇
団
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
彼
ら
の
上
演
演
目
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
元
市
蔵
劇
団
の
女
方
で
、
の
ち
に
松
竹
竹
本
の
三
味
線
方
と
な
っ
た
豊
澤
時

若
（
歌
舞
伎
演
出
家 

兼
元
末
次
＝
中
村
時
若
、
兼
元
多
恵
子
の
夫
）
の
演
出
に
よ
り
「
歌
舞

伎
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
小
芝
居
復
活
」「
小
芝
居
再
発
見
」
な
ど
と
題
し
た
試
み
が
平
成
十
年
か
ら

行
わ
れ
た

６
が
、
こ
の
試
み
で
は
、
小
芝
居
で
演
じ
ら
れ
て
も
大
歌
舞
伎
で
は
あ
ま
り
演
じ
ら

れ
て
い
な
い
演
目
の
復
活
公
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
兼
元
末
次
自
身
が
市
蔵
劇
団
の
女
方
と

し
て
長
年
活
躍
し
て
き
た
た
め
、
実
現
し
た
企
画
で
あ
っ
た
。
兼
元
は
珍
し
い
演
目
を
復
活
し

た
い
と
度
々
述
べ
て
お
り
、
こ
の
企
画
で
復
活
し
た
演
目
が
、
そ
の
後
大
歌
舞
伎
で
演
じ
ら
れ

た
例
も
あ
る
が
、「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
終
了
後
、
小
芝
居
の
演
目
を
取
り
上
げ
る
企
画

は
見
か
け
ず
、
埋
も
れ
て
い
る
演
目
は
数
多
い
。

　
本
稿
で
は
小
芝
居
で
数
多
く
演
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
以
降
の
大
歌
舞
伎
で
の

上
演
回
数
が
少
な
い
演
目
を
取
り
上
げ
、そ
れ
ら
が
な
ぜ
大
歌
舞
伎
で
軽
視
さ
れ
た
か
を
考
え
、

大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
の
関
係
性
や
方
向
性
の
違
い
、
小
芝
居
の
特
徴
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

同
時
に
市
蔵
劇
団
の
役
者
達
の
役
柄
に
つ
い
て
も
、
三
代
目
岩
井
小
紫
（
兼
元
多
恵
子
）、
二

代
目
市
川
団
四
郎
（
今
井
勝
三
）
の
語
り
を
中
心
に
記
録
を
し
た
い

７
。
な
お
関
東
系
小
芝
居

と
中
芝
居
（
関
西
系
小
芝
居
）
は
分
け
難
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
基
本
的
に
は
「
小
芝
居
」
と

記
す
。

二
、
明
治
以
降
も
っ
ぱ
ら
小
芝
居
で
上
演
さ
れ
て
き
た
演
目

　
江
戸
期
に
は
大
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
が
、
明
治
以
降
、
も
っ
ぱ
ら
小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
演

目
の
中
か
ら
市
蔵
劇
団
が
上
演
し
た
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
や
作
者
、
成
立
後
の

上
演
状
況
等
を
検
討
す
る
。
演
目
は
通
称
を
主
に
使
い
、
記
載
順
は
ア
イ
ウ
エ
オ
順
と
し
た
。

［
い
ざ
り
勝
五
郎
　
箱

は
こ
ね
れ
い
げ
ん
い
ざ
り
の

根
霊
験
躄
仇あ
だ
う
ち討

］　
通
称
『
い
ざ
り
勝
五
郎
』
は
司し

ば
し
そ
う

馬
芝
叟
作
の
人
形
浄

瑠
璃
で
、歌
舞
伎
演
目
と
し
て
は
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
京
都
北
側
芝
居
で
初
演
さ
れ

８
、京
・

大
坂
で
は
極
め
て
頻
繁
に
上
演
さ
れ
た

９
。
江
戸
で
は
比
較
的
上
演
回
数
が
少
な
く
、
明
治
期

以
降
の
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
は
、明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
か
ら
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
ま
で
に
数
回
上
演
さ
れ
て
い
る
も
の
の
頻
度
は
少
な
い
。
一
方
で
東
京
の
小
芝
居
系
劇
場
で

浅

　野

　久

　枝

　
A
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N
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isae

昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

　

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡

　そ
の
二

―
中
芝
居･

小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
演
目
の
特
徴
―

査
読
論
文
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は
か
な
り
多
く
の
回
数
上
演
さ
れ
て
い
る
　10
。
も
と
も
と
上
方
で
人
気
の
演
目
で
あ
り
、
中
芝

居
劇
団
で
は
よ
く
上
演
さ
れ
た
。滝
口
上
野
と
筆
助
の
役
を
一
人
二
役
で
演
ず
る
こ
と
が
多
く
、

市
蔵
劇
団
で
も
滝
口
と
筆
助
の
二
役
を
、
多
恵
子
の
父
市
蔵
（
藤
田
栄
）
か
兄
荒
五
郎
（
藤
田

良
浩
）
が
演
じ
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
　11
出
身
の
初
代
中
村
福
太
郎
が
在
籍
し
た
時
代
に
は
彼
が
初

花
役
を
、
初
代
没
後
は
二
代
目
福
太
郎
（
兼
元
末
次
）
が
演
じ
た
。
勝
五
郎
役
は
新
鋭
歌
舞
伎

出
身
と
い
う
尾
上
菊
太
郎
が
演
じ
て
い
た
。

　
敵
討
物
は
小
芝
居
で
人
気
が
あ
っ
た
　12
こ
と
に
加
え
、不
具
の
二
枚
目
勝
五
郎
、『
小
栗
判
官
』

を
思
わ
せ
る
い
ざ
り
車
の
趣
向
、
殺
さ
れ
た
初
花
の
亡
霊
の
登
場
な
ど
と
、
ケ
レ
ン
的
演
出
　13

が
多
い
こ
と
も
人
気
の
あ
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

［
梅
の
由
兵
衛
長
吉
殺
し
　
茜
あ
か
ね

染ぞ
め
の
な
か
の
か
く
れ

野
中
隠
井い

］　
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
大
坂
で
起
こ
っ

た
実
際
の
事
件
を
元
に
、
義
太
夫
や
歌
舞
伎
狂
言
に
さ
れ
た
「
梅
の
由
兵
衛
物
」
の
一
つ
『
茜

染
野
中
隠
井
』
は
原
田
良
助
作
、
並
木
宗
輔
添
削
で
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
大
坂
豊
竹
座

初
演
　14
で
あ
る
。
そ
の
二
段
目
『
聚
楽
町
の
場
』
が
、通
称
『
梅
の
由
兵
衛
長
吉
殺
し

　
聚
楽
町
』

で
あ
る
。「
梅
の
由
兵
衛
」
と
い
え
ば
江
戸
を
舞
台
に
書
き
直
さ
れ
た
並
木
五
瓶
作
『
御ご

ぞ
ん
じ存

梅

の
由
兵
衛
（
隅す

だ
の田

春は
る

妓げ
い
し
ゃ女

容か
た
ぎ性

）』
が
有
名
で
あ
り
、
白
塗
り
の
江
戸
風
の
男
伊
達
と
し
て
由

兵
衛
が
描
か
れ
て
い
る
が
、『
聚
楽
町
』
の
舞
台
は
大
坂
で
、
義
に
厚
く
や
む
な
く
義
理
の
弟

長
吉
を
手
に
掛
け
て
し
ま
う
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
　15
。
明
治
以
降
東
京
で
の
公
演
は
大
正
時

代
に
三
回
、
昭
和
期
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
ま
で
に
三
回
し
か
上
演
さ
れ
て
お
ら
ず
　16
、

す
べ
て
小
芝
居
系
の
劇
場
で
の
公
演
で
あ
る
。
市
蔵
劇
団
で
も
し
ば
し
ば
上
演
し
、
由
兵
衛
を

荒
五
郎
（
良
浩
）、
小
梅
を
二
代
目
福
太
郎
（
兼
元
）、
長
吉
を
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）、
若

旦
那
を
二
代
目
団
四
郎
（
勝
三
）
が
演
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年

に
江
戸
東
京
博
物
館
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
演
出
に
よ
る
『
聚
楽
町
』
が
復
活

上
演
さ
れ
た
。

［
大
石
東
下
り
　
立
花
左
近
］　
講
談
の
『
義
士
外
伝
』
で
知
ら
れ
た
話
を
歌
舞
伎
化
し
た
も
の

で
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
は
な
い
話
で
あ
る
。
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
は
平
成
十
四
（
二
○

○
二
）
年
に
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
演
出
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
ま
で
、
一
度
も

上
演
さ
れ
な
か
っ
た
　17
。
討
ち
入
り
の
決
意
を
固
め
た
大
石
内
蔵
助
一
行
が
「
金
埋
御
用

　
立

花
左
近
一
行
」　18
と
偽
り
小
田
原
本
宿
に
差
し
掛
か
っ
た
際
、
本
物
の
立
花
左
近
と
遭
遇
す
る
。

大
石
と
立
花
の
駆
け
引
き
が
『
勧
進
帳
』
の
弁
慶
と
富
樫
の
や
り
と
り
を
思
わ
せ
、
長
唄
「
勧

進
帳
」
を
要
所
に
入
れ
る
と
い
う
演
出
は
「
小
芝
居
ら
し
い
恣
意
性
に
富
み
無
心
に
楽
し
め

る
」　19
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
市
蔵
劇
団
と
し
て
は
長
く
演
じ
続
け
た
演
目
で
、
市
蔵
の
演
し

物
で
あ
っ
た
。
立
花
を
市
蔵
、
大
石
は
劇
団
に
長
く
在
籍
し
た
緑
屋
尾
上
緑
左
衛
門
、
主
税
は

多
恵
子
の
姉
の
二
代
目
小
紫
（
智
子
）、
智
子
没
後
は
三
代
目
小
紫
の
多
恵
子
が
演
じ
た
。

［
大
石
妻
子
別
れ
　
碁
盤
太
平
記
　
山
科
閑
居
］　『
碁
盤
太
平
記
』
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

に
先
行
す
る
「
忠
臣
蔵
物
」
で
、
宝
永
年
間 

近
松
門
左
衛
門
作
、
大
坂
竹
本
座
で
上
演
さ
れ

た
人
形
浄
瑠
璃
だ
が
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
、
大
阪
弁
天
座
上
演
（
渡
辺
霞か

て
い亭

脚
色
）

の
物
が
初
代
中
村
鴈
治
郎
の
「
玩
辞
楼
十
二
曲
」
に
入
れ
ら
れ
た
　20
。
昭
和
初
期
に
は
鴈
治
郎

が
幾
度
も
上
演
し
、
中
芝
居
で
も
関
東
の
小
芝
居
で
も
盛
ん
に
上
演
さ
れ
た
。
東
京
の
大
歌
舞

伎
で
は
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
初
代
吉
右
衛
門
が
演
じ
た
が
、昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）

年
の
か
た
ば
み
座
で
の
上
演
以
降
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
二
代
目
鴈
治
郎
が
歌
舞
伎

座
で
上
演
す
る
ま
で
上
演
は
絶
え
て
い
た
　21
。
平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
演
出
に
よ
り
復
活
さ
れ
、
近
年
で
は
平
成
二
十
七
（
二
○
一
五
）
年
、
京

都
南
座
の
顔
見
世
で
上
演
さ
れ
た
。

　
山
科
閑
居
に
住
ま
い
す
る
浪
士
達
や
大
石
が
連
れ
て
く
る
色
町
の
芸
妓
や
幇
間
な
ど
、
幕
開

き
の
登
場
人
数
が
多
く
、
華
や
か
に
始
ま
る
。
一
方
、
山
科
閑
居
に
潜
む
三
人
も
の
間
者
と
大

石
親
子
の
駆
け
引
き
に
加
え
、
大
石
の
母
と
妻
の
陸
が
大
石
を
諫
め
に
登
場
す
る
と
い
う
緊
張

度
の
高
い
展
開
で
あ
る
。
良
い
芝
居
な
の
で
市
蔵
の
演
し
物
と
し
て
数
多
く
か
け
た
と
い
う
。

［
扇
谷
熊
谷
］　
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
竹
本
座
初
演
の
浄
瑠
璃
『
須す

ま
の磨

都み
や
こ

源げ
ん
ぺ
い平

躑つ
つ
じ躅

』

が
元
に
な
り
、
歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
た
。
佐
藤
彰
に
よ
れ
ば
「
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
二

月
大
坂
・
沢
村
門
太
郎
座
（
角
）
の
《
源
平
つ
つ
じ
》
に
は
《
一
谷
嫩
軍
記
》
の
〈
組
討
〉
を

当
て
込
ん
だ
〈
五
条
橋
の
場
〉
が
書
き
加
え
ら
れ
、
以
後
こ
れ
が
型
に
な
っ
た
」　22
と
あ
る
。

弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
に
は
三
代
目
桜
田
治
助
作
、
中
村
座
初
演
の
『
源
平
咲
分
つ
ゝ
じ
』

が
前
作
を
増
補
さ
れ
て
上
演
さ
れ
た
。『
扇
屋
熊
谷
』
と
通
称
さ
れ
る
。
近
代
以
降
も
人
気
が

高
く
、
明
治
大
正
昭
和
に
か
け
て
大
歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、『
熊
谷
陣
屋
』
の
上

演
回
数
に
比
べ
れ
ば
少
な
く
、
戦
後
は
極
端
に
少
な
い
。
一
方
で
小
芝
居
で
は
数
多
く
の
上
演

が
記
録
さ
れ
て
い
る
　23
。

　
市
蔵
劇
団
で
も
「
組
打
」
の
場
が
入
っ
た
演
出
で
し
ば
し
ば
上
演
し
、
多
恵
子
は
敦
盛
役
を

多
く
演
じ
た
。
着
物
か
ら
引
き
抜
く
と
着
込
み
の
布
製
の
鎧
姿
に
な
る
。
そ
の
姿
で
熊
谷
と
組

み
討
ち
を
し
、未
来
の
再
会
を
期
す
と
い
う
幕
切
れ
で
あ
る
。
犬
丸
治
は
「
芝
居
ら
し
い
芝
居
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
歌
舞
伎
で
の
上
演
回
数
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
人
気
の
高
い
『
熊
谷
陣

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二
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こ
の
演
目
は
子
役
の
お
鶴
が
重
要
な
役
柄
の
芝
居
で
あ
る
。澤
村
清
之
助
座
頭
の
芝
居
で
は
、

清
之
助
の
お
弓
で
多
恵
子
が
お
鶴
を
演
じ
た
。
昭
和
四
十
年
代
で
は
中
村
時
若
（
兼
元
末
次
）

が
お
弓
を
演
じ
た
が
、
市
川
福
之
助
　40
と
緑
左
衛
門
の
芸
達
者
二
人
で
演
じ
る
妙
珍
妙
天
は
と

て
も
愉
快
だ
っ
た
と
多
恵
子
は
記
憶
し
て
い
る
。

［
根
引
の
門
松
］　
近
松
門
左
衛
門
作
『
山
崎
与
次
兵
衛 

寿
の
門
松
』（
享
保
三
年 

一
七
一
八
）

通
称
『
根ね

び
き引

の
門か

ど
ま
つ松

』（「
山
崎
浄
閑
住
家
の
場
」）
は
小
芝
居
で
は
よ
く
演
じ
ら
れ
た
。
大
坂

が
舞
台
の
世
話
物
で
、『
酒
屋
』
の
三
勝
半
七
の
よ
う
な
、
夫
婦
、
親
子
の
間
に
生
じ
る
義
理

と
人
情
の
葛
藤
が
描
か
れ
る
演
目
で
あ
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
十
一
代
目
仁
左
衛
門
ら
が

上
演
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
寿
劇
場
な
ど
小
芝
居
系
の
劇
場
で
も
っ
ぱ
ら
上
演
さ
れ
、
大
阪

で
は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
、
大
阪
歌
舞
伎
座
で
十
三
代
目
仁
左
衛
門
ら
が
上
演
し
、

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
と
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
二
）
年
に
三
代
目
左
団
次
ら
が
東
京

で
上
演
し
て
以
後
、ま
た
し
ば
ら
く
上
演
が
な
か
っ
た
　41
。「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
企
画
で
、

平
成
十
五
（
二
○
○
三
）
年
に
江
戸
東
京
博
物
館
に
於
い
て
兼
元
末
次
演
出
で
上
演
さ
れ
て
以

降
、
再
び
現
在
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
な
い
演
目
で
あ
る
。

　
上
方
で
人
気
が
あ
り
な
が
ら
江
戸
東
京
で
は
あ
ま
り
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
水
落
潔
　42

は
、
大
坂
の
町
人
世
界
が
舞
台
で
、
二
枚
目
や
粋
な
芸
者
で
は
な
く
老
人
が
活
躍
す
る
な
ど
、

江
戸
東
京
の
役
者
は
敬
遠
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
上
方
歌
舞
伎
が
衰

退
す
る
中
、
大
歌
舞
伎
で
の
上
演
が
減
少
し
、
小
芝
居
の
中
で
保
持
さ
れ
て
き
た
演
目
と
い
え

る
。

［
本
蔵
下
屋
敷 

増
補
忠
臣
蔵
］　『
本
蔵
下
屋
敷
』
の
粗
筋
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
師
直
に
賄

賂
を
送
っ
た
こ
と
の
責
任
か
ら
本
蔵
は
下
屋
敷
に
蟄
居
し
て
い
る
。
若
狭
之
助
妹
で
塩
冶
判
官

の
弟
縫
之
助
の
許
嫁
で
あ
る
三
千
歳
姫
は
、
許
嫁
を
慕
い
な
が
ら
下
屋
敷
に
匿
わ
れ
て
い
る
。

下
屋
敷
に
若
狭
之
助
が
現
れ
、
恥
辱
を
与
え
た
本
蔵
を
庭
先
に
築
か
せ
た
土
壇
で
手
打
ち
に
す

る
と
見
せ
か
け
、
実
は
悪
臣
の
伴
左
衛
門
を
斬
る
。
力
弥
に
打
た
れ
ん
と
す
る
本
蔵
の
心
を
見

抜
い
た
若
狭
之
助
は
師
直
の
屋
敷
絵
図
面
と
虚
無
僧
の
衣
を
贈
っ
て
主
従
は
決
別
す
る
。
三
千

歳
姫
は
琴
を
弾
い
て
別
れ
を
惜
し
む
。

　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵 

九
段
目
』
の
前
段
を
補
完
す
る
内
容
で
あ
る
。
天
保
末
か
ら
弘
化
年
間

頃
に
大
坂
浜
芝
居
で
作
ら
れ
た
作
者
不
明
の
『
本
蔵
土
壇
』
と
い
う
狂
言
が
元
で
あ
り
、
明
治

中
頃
に
な
っ
て
『
増
補
忠
臣
蔵

　
本
蔵
下
屋
敷
』
と
の
名
題
で
三
千
歳
姫
の
出
演
す
る
『
本
蔵

下
屋
敷
』
が
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
　43
と
い
う
が
、
初
演
は
様
々
な
説
が
あ
る
　44
。
先
に

述
べ
た
内
容
の
『
本
蔵
下
屋
敷
』
は
明
治
中
頃
以
降
、
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
で

き
る
。

　
大
正
・
昭
和
期
の
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
も
十
五
代
目
羽
左
衛
門
や
初
代
吉
右
衛
門
が
若
狭
之

助
を
演
じ
て
い
る
が
回
数
は
多
く
な
い
　45
。
一
方
、
上
方
で
は
初
代
鴈
治
郎
が
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
十
一
月
に
南
座
で
初
演
し
て
以
来
、
京
阪
で
幾
度
も
上
演
し
、
そ
の
後
も
代
々

鴈
治
郎
家
で
受
け
継
い
で
き
た
　46
。
と
は
い
う
も
の
の
戦
後
は
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の

か
た
ば
み
座
の
公
演
以
降
、
東
京
で
は
演
じ
ら
れ
ず
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
　47
と
平
成

三
十
（
二
○
一
八
）
年
の
鴈
治
郎
家
に
よ
る
二
度
の
上
演
に
と
ど
ま
る
。
鴈
治
郎
系
の
演
目
で

あ
る
こ
と
か
ら
中
芝
居
の
劇
団
で
は
よ
く
か
け
ら
れ
た
が
、「
物
語
の
底
を
割
る
場
と
い
う
こ

と
で
、
評
価
が
低
く
、
中
小
芝
居
や
旅
芝
居
の
演
目
」
と
な
っ
た
　48
と
い
う
。

　
松
竹
を
出
て
新
鋭
歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
片
岡
秀
郎
　49
は
、
そ
の
後
細
川
興
行
に
在
籍
し
て
か

ら
も
本
蔵
を
よ
く
演
じ
て
い
た
。
市
蔵
劇
団
で
は
自
ら
の
演
し
物
と
し
て
市
蔵
が
若
狭
之
助
を

演
じ
た
。
若
狭
之
助
は
短
気
な
性
格
ゆ
え
、
台
詞
を
歯
切
れ
良
く
、
畳
み
込
ん
で
素
早
く
言
え

る
役
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
は
三
千
歳
姫
を
よ
く
演
じ
、

幕
切
れ
で
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
琴
の
曲
「
紫
小
船
」　50
を
弾
い
た
。
本
蔵
は
尾
上
緑
左
衛
門
、

伴
左
衛
門
は
多
恵
子
の
兄
の
荒
五
郎
（
良
浩
）
か
弟
の
三
代
目
芝
寛
（
勝
三
）
が
演
じ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

［
松
王
下
屋
敷
　
増
補
手
習
鑑
］　『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
『
寺
子
屋
の
場
』
の
増
補
物
で
、『
寺

子
屋
』
の
前
段
、
松
王
の
下
屋
敷
に
於
い
て
夫
婦
親
子
共
々
、
菅
秀
才
を
救
う
覚
悟
を
決
め
る

と
い
う
話
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
明
治
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
　51
。
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
か
ら
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
出
版
さ
れ
た
常
磐
津
の
『
松
王
下
屋
敷
』
の

稽
古
本
が
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
り
　52
、
ま
た
本
行
の
方
で
は
『
増

補
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
あ
る
い
は
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
松
王
屋
敷
段
』　53
と
し
て
明
治
期
か
ら

演
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
配
役
総
覧
』（
二
四
九
頁
）
に
は
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）

年
に
東
京
で
の
上
演
記
録
が
あ
り
、
大
歌
舞
伎
で
は
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
帝
国
劇
場
で
初

代
吉
右
衛
門
が
『
増
補
天
神
記

　
松
王
下
屋
敷
』
を
演
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
は
掛
か
っ
て

い
な
い
。
や
は
り
『
寺
子
屋
』
の
種
明
か
し
的
演
目
で
あ
る
た
め
、
大
歌
舞
伎
で
は
敬
遠
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
は
か
た
ば
み
座
が
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
ま
で
数
回
上
演

し
て
い
る
が
、
小
芝
居
の
劇
団
で
は
そ
の
後
も
上
演
さ
れ
て
い
た
。
市
蔵
劇
団
で
も
よ
く
上
演

し
た
演
目
で
、荒
五
郎
が
松
王
を
、三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
が
千
代
を
演
じ
る
こ
と
が
多
か
っ

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二

屋
』
を
「
相
対
化
す
る
様
な
『
扇
屋
熊
谷
』
は
次
第
に
厭
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」　24
と
述

べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
女
装
し
た
敦
盛
（
小
萩
）
と
上
総
の
娘 

桂
子
と
の
女
姿
同
士
の
濡
れ

場
と
い
う
設
定
が
、
明
治
期
以
降
嫌
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

［
岸
姫
松
　
朝
比
奈
上
使
］　
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
初
演
の
人
形
浄
瑠
璃
『
岸

き
し
の

姫ひ
め
ま
つ松

轡
く
つ
わ

鑑か
が
み』

を
も
と
に
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
安
政
七
（
一
八
六
○
）
年
江
戸
守
田
座
で
初
演
さ

れ
た
。
三
段
目
が
『
朝
比
奈
上
使
』
で
あ
る
。
横
山
正
　25
に
よ
れ
ば
「
こ
の
期
の
人
形
浄
瑠
璃

は
太
夫
や
舞
台
の
著
し
い
技
巧
化
に
伴
い
複
雑
な
趣
向
に
趣
向
を
重
ね
、
奇
を
競
っ
た
た
め
、

本
作
の
三
段
目
の
ご
と
き
も
観
客
の
意
表
を
つ
く
表
現
と
な
り
、
こ
の
《
朝
比
奈
上
使
》
で
も

よ
く
そ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
。
明
治
以
降
の
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
は
大
正
期
に
二

度
の
上
演
の
み
で
　26
「
意
表
を
つ
く
表
現
」
が
近
代
歌
舞
伎
の
志
向
に
合
わ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
小

芝
居
系
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

［
黒
手
組
助
六
］　『
黒
手
組
助
六
』
で
は
鳥
居
新
左
衛
門
と
い
う
若
い
侍
が
助
六
の
敵
役
で
あ

る
。
小
柄
な
が
ら
文
化
文
政
期
に
世
話
物
を
本
領
と
し
て
活
躍
し
た
四
代
目
市
川
小
団
次
の
た

め
に
河
竹
黙
阿
弥
が
世
話
物
に
仕
立
て
直
し
て
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
書
き
下
ろ
し
た
　27
。

明
治
初
年
頃
の
大
歌
舞
伎
で
は
五
代
目
菊
五
郎
や
九
代
目
団
十
郎
が
、
大
正
期
か
ら
戦
中
期
に

は
十
五
代
目
羽
左
衛
門
が
助
六
を
演
じ
て
い
る
が
、『
助
六
由
縁
江
戸
桜
』
の
上
演
回
数
に
比

べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
　28
。
江
戸
を
代
表
す
る
よ
う
な
『
由
緣
江
戸
桜
』
と
い
う
名
作
が
あ

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
世
話
物
で
「
茶
番
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
盛
ん
に
出
て
く
る
」　29
と
評
さ
れ

る
『
黒
手
組
』
は
、
大
阪
人
が
喜
ぶ
よ
う
な
芝
居
で
あ
り
、
小
芝
居
で
は
よ
く
掛
け
ら
れ
た
。

　
市
蔵
の
義
理
の
弟 

初
代
岩
井
小
紫
は
昭
和
十
二
年
一
月
寿
座
に
於
い
て
揚
巻
を
演
じ
た
。

昭
和
二
十
四
、五
年
頃
、
坂
東
相
十
郎
　30
が
太
夫
元
の
一
座
で
は
、
相
十
郎
の
新
左
衛
門
、
松

本
高
麗
之
助
の
助
六
で
、
ま
だ
十
七
、八
歳
だ
っ
た
二
代
目
小
紫
（
智
子
）
が
揚
巻
、
市
川
秀

猿
が
女
将
、
市
蔵
（
当
時
の
芸
名
は
不
詳
）
は
朝
川
仙
平
、
多
恵
子
と
勝
三
は
禿
に
出
た
。
市

蔵
劇
団
で
は
『
由
縁
江
戸
桜
』
は
上
演
し
な
い
が
、
初
代
小
紫
が
在
籍
中
も
二
代
目
小
紫
の
智

子
が
居
た
時
代
も
そ
の
後
も
『
黒
手
組
』
は
よ
く
上
演
し
、
市
蔵
が
助
六
、
緑
左
衛
門
が
新
左

衛
門
を
演
じ
た
。

［
曽
我
物
語
　
中
村
閑
居
］　『
蝶
千
鳥
曽
我
物
語

　
中
村
閑
居
の
場
』
の
粗
筋
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。
十
郎
と
五
郎
は
仇
討
ち
の
覚
悟
を
決
め
た
が
、
五
郎
が
勝
手
に
元
服
し
た
こ
と
で
母

満
江
は
勘
当
し
、
許
そ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
へ
養
子
に
行
っ
た
末
の
弟
禅
師
坊
実
江
が
親
兄
弟

を
訪
ね
て
く
る
。
十
郎
は
「
曾
我
兄
弟
は
刺
し
違
え
て
自
害
し
、
母
は
巡
礼
に
出
か
け
た
」
と

偽
っ
て
禅
師
坊
を
追
い
返
す
。
一
方
、
十
郎
は
五
郎
の
勘
当
を
解
く
よ
う
母
を
必
死
に
説
得
す

る
が
か
な
わ
な
い
。
も
う
こ
れ
ま
で
と
十
郎
は
五
郎
に
切
腹
す
る
よ
う
に
言
う
。
陰
で
聞
い
て

い
た
禅
師
坊
は
自
分
が
死
ね
ば
母
が
五
郎
を
許
す
と
考
え
腹
を
切
る
。
三
兄
弟
の
覚
悟
を
知
っ

た
母
は
五
郎
を
許
し
、
蝶
千
鳥
柄
の
小
袖
を
与
え
ら
れ
た
二
人
が
仇
討
ち
に
出
立
し
て
い
く
中

で
禅
師
坊
は
息
を
引
き
取
る
。

　
十
郎
が
鳥
目
を
患
っ
た
禅
師
坊
を
追
い
返
し
、
禅
師
坊
の
切
腹
に
よ
っ
て
満
江
の
勘
気
が
解

け
る
と
い
う
筋
書
き
の
曾
我
物
と
し
て
は
、
主
に
上
方
で
活
躍
し
た
三
代
目
勝か

つ

諺げ
ん
ぞ
う蔵

　31
作
『
蝶

千
鳥
曾
我
実
録
』　32
が
あ
り
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
三
月
大
阪
戎
座
で
初
演
さ
れ
、
明

治
二
十
年
代
ま
で
京
阪
地
区
で
よ
く
掛
け
ら
れ
た
　33
。
東
京
で
は
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）

年
新
富
座
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
市
村
座
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
新
富
座
で
上

演
さ
れ
た
　34
が
、
そ
れ
以
外
は
大
歌
舞
伎
で
は
か
け
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
寿
座
な
ど
小
芝

居
系
の
劇
場
で
は
上
演
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
東
濃
・
三
河
地
域
な
ど
の
地
芝
居
で
も
上
演
さ

れ
て
き
た
　35
。

　
市
蔵
劇
団
で
も
上
演
頻
度
の
高
い
演
目
で
、平
成
十
二（
二
〇
〇
〇
）年
と
十
六（
二
〇
〇
四
）

年
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
於
い
て
兼
元
末
次
演
出
で
上
演
さ
れ
た
『
曾
我
物
語 

中
村

の
場
』
は
、
ま
さ
に
小
芝
居
で
保
持
さ
れ
た
演
目
の
復
活
上
演
で
あ
っ
た
。

　

［
ど
ん
ど
ろ
大
師
　
傾
城
阿
波
鳴
門
］　『
ど
ん
ど
ろ
大
師
』
は
、『
本
朝
廿
四
孝
』『
妹
背
山
婦

女
庭
訓
』
な
ど
を
書
い
た
近
松
半
二
の
作
品
で
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
初
演
の
人
形
浄
瑠

璃
で
あ
る
。
歌
舞
伎
で
は
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年 

江
戸
中
村
座
が
初
演
　36
と
思
わ
れ
る
。
有

名
演
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
以
降
、
意
外
な
こ
と
に
大
歌
舞
伎
で
は
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
て

い
な
い
　37
。
そ
の
理
由
を
服
部
幸
雄
は「
こ
の
芝
居
が
も
っ
て
い
る
内
容
の
通
俗
性
、大
衆
性
が
、

高
踏
的
な
近
代
歌
舞
伎
の
体
質
に
合
わ
ず
、
そ
の
舞
台
か
ら
上
演
機
会
を
遠
ざ
け
た
よ
う
に
思

う
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
行
の
「
十
郎
兵
衛
住
家
の
場
」
を
ど
ん
ど
ろ
大
師
の
門
前
に
場
を
移

し
、
尼
妙
珍
ら
の
三
枚
目
を
加
え
て
お
弓
の
子
別
れ
だ
け
を
見
せ
る
手
法
が
幕
末
の
上
方
で
行

わ
れ
た
と
い
う
　38
。
上
方
ら
し
い
演
出
も
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
敬
遠
さ
れ
た
理
由
か
も
し
れ
な

い
。
一
方
、
小
芝
居
お
よ
び
地
芝
居
、
素
人
芝
居
や
素
浄
瑠
璃
で
は
盛
ん
に
上
演
さ
れ
る
人
気

演
目
で
あ
る
。
戸
板
康
二
に
よ
れ
ば
「
東
京
で
も
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
小
芝
居
で
は

よ
く
上
演
さ
れ
た
ら
し
く
、
三
木
竹
二
編
集
の
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
に
は
明
治
三
十
六
年
か
ら

四
十
四
年
ま
で
の
間
に
、
市
川
鬼
丸
、
中
村
又
五
郎
、
坂
東
秀
調
三
人
の
お
弓
の
型
を
掲
載
し

て
い
る
ほ
ど
」　39
で
あ
り
、
上
方
と
小
芝
居
で
多
く
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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こ
の
演
目
は
子
役
の
お
鶴
が
重
要
な
役
柄
の
芝
居
で
あ
る
。澤
村
清
之
助
座
頭
の
芝
居
で
は
、

清
之
助
の
お
弓
で
多
恵
子
が
お
鶴
を
演
じ
た
。
昭
和
四
十
年
代
で
は
中
村
時
若
（
兼
元
末
次
）

が
お
弓
を
演
じ
た
が
、
市
川
福
之
助
　40
と
緑
左
衛
門
の
芸
達
者
二
人
で
演
じ
る
妙
珍
妙
天
は
と

て
も
愉
快
だ
っ
た
と
多
恵
子
は
記
憶
し
て
い
る
。

［
根
引
の
門
松
］　
近
松
門
左
衛
門
作
『
山
崎
与
次
兵
衛 

寿
の
門
松
』（
享
保
三
年 

一
七
一
八
）

通
称
『
根ね

び
き引

の
門か

ど
ま
つ松

』（「
山
崎
浄
閑
住
家
の
場
」）
は
小
芝
居
で
は
よ
く
演
じ
ら
れ
た
。
大
坂

が
舞
台
の
世
話
物
で
、『
酒
屋
』
の
三
勝
半
七
の
よ
う
な
、
夫
婦
、
親
子
の
間
に
生
じ
る
義
理

と
人
情
の
葛
藤
が
描
か
れ
る
演
目
で
あ
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
十
一
代
目
仁
左
衛
門
ら
が

上
演
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
寿
劇
場
な
ど
小
芝
居
系
の
劇
場
で
も
っ
ぱ
ら
上
演
さ
れ
、
大
阪

で
は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
、
大
阪
歌
舞
伎
座
で
十
三
代
目
仁
左
衛
門
ら
が
上
演
し
、

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
と
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
二
）
年
に
三
代
目
左
団
次
ら
が
東
京

で
上
演
し
て
以
後
、ま
た
し
ば
ら
く
上
演
が
な
か
っ
た
　41
。「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
企
画
で
、

平
成
十
五
（
二
○
○
三
）
年
に
江
戸
東
京
博
物
館
に
於
い
て
兼
元
末
次
演
出
で
上
演
さ
れ
て
以

降
、
再
び
現
在
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
な
い
演
目
で
あ
る
。

　
上
方
で
人
気
が
あ
り
な
が
ら
江
戸
東
京
で
は
あ
ま
り
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
水
落
潔
　42

は
、
大
坂
の
町
人
世
界
が
舞
台
で
、
二
枚
目
や
粋
な
芸
者
で
は
な
く
老
人
が
活
躍
す
る
な
ど
、

江
戸
東
京
の
役
者
は
敬
遠
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
上
方
歌
舞
伎
が
衰

退
す
る
中
、
大
歌
舞
伎
で
の
上
演
が
減
少
し
、
小
芝
居
の
中
で
保
持
さ
れ
て
き
た
演
目
と
い
え

る
。

［
本
蔵
下
屋
敷 

増
補
忠
臣
蔵
］　『
本
蔵
下
屋
敷
』
の
粗
筋
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
師
直
に
賄

賂
を
送
っ
た
こ
と
の
責
任
か
ら
本
蔵
は
下
屋
敷
に
蟄
居
し
て
い
る
。
若
狭
之
助
妹
で
塩
冶
判
官

の
弟
縫
之
助
の
許
嫁
で
あ
る
三
千
歳
姫
は
、
許
嫁
を
慕
い
な
が
ら
下
屋
敷
に
匿
わ
れ
て
い
る
。

下
屋
敷
に
若
狭
之
助
が
現
れ
、
恥
辱
を
与
え
た
本
蔵
を
庭
先
に
築
か
せ
た
土
壇
で
手
打
ち
に
す

る
と
見
せ
か
け
、
実
は
悪
臣
の
伴
左
衛
門
を
斬
る
。
力
弥
に
打
た
れ
ん
と
す
る
本
蔵
の
心
を
見

抜
い
た
若
狭
之
助
は
師
直
の
屋
敷
絵
図
面
と
虚
無
僧
の
衣
を
贈
っ
て
主
従
は
決
別
す
る
。
三
千

歳
姫
は
琴
を
弾
い
て
別
れ
を
惜
し
む
。

　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵 

九
段
目
』
の
前
段
を
補
完
す
る
内
容
で
あ
る
。
天
保
末
か
ら
弘
化
年
間

頃
に
大
坂
浜
芝
居
で
作
ら
れ
た
作
者
不
明
の
『
本
蔵
土
壇
』
と
い
う
狂
言
が
元
で
あ
り
、
明
治

中
頃
に
な
っ
て
『
増
補
忠
臣
蔵

　
本
蔵
下
屋
敷
』
と
の
名
題
で
三
千
歳
姫
の
出
演
す
る
『
本
蔵

下
屋
敷
』
が
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
　43
と
い
う
が
、
初
演
は
様
々
な
説
が
あ
る
　44
。
先
に

述
べ
た
内
容
の
『
本
蔵
下
屋
敷
』
は
明
治
中
頃
以
降
、
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
で

き
る
。

　
大
正
・
昭
和
期
の
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
も
十
五
代
目
羽
左
衛
門
や
初
代
吉
右
衛
門
が
若
狭
之

助
を
演
じ
て
い
る
が
回
数
は
多
く
な
い
　45
。
一
方
、
上
方
で
は
初
代
鴈
治
郎
が
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
十
一
月
に
南
座
で
初
演
し
て
以
来
、
京
阪
で
幾
度
も
上
演
し
、
そ
の
後
も
代
々

鴈
治
郎
家
で
受
け
継
い
で
き
た
　46
。
と
は
い
う
も
の
の
戦
後
は
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の

か
た
ば
み
座
の
公
演
以
降
、
東
京
で
は
演
じ
ら
れ
ず
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
　47
と
平
成

三
十
（
二
○
一
八
）
年
の
鴈
治
郎
家
に
よ
る
二
度
の
上
演
に
と
ど
ま
る
。
鴈
治
郎
系
の
演
目
で

あ
る
こ
と
か
ら
中
芝
居
の
劇
団
で
は
よ
く
か
け
ら
れ
た
が
、「
物
語
の
底
を
割
る
場
と
い
う
こ

と
で
、
評
価
が
低
く
、
中
小
芝
居
や
旅
芝
居
の
演
目
」
と
な
っ
た
　48
と
い
う
。

　
松
竹
を
出
て
新
鋭
歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
片
岡
秀
郎
　49
は
、
そ
の
後
細
川
興
行
に
在
籍
し
て
か

ら
も
本
蔵
を
よ
く
演
じ
て
い
た
。
市
蔵
劇
団
で
は
自
ら
の
演
し
物
と
し
て
市
蔵
が
若
狭
之
助
を

演
じ
た
。
若
狭
之
助
は
短
気
な
性
格
ゆ
え
、
台
詞
を
歯
切
れ
良
く
、
畳
み
込
ん
で
素
早
く
言
え

る
役
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
は
三
千
歳
姫
を
よ
く
演
じ
、

幕
切
れ
で
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
琴
の
曲
「
紫
小
船
」　50
を
弾
い
た
。
本
蔵
は
尾
上
緑
左
衛
門
、

伴
左
衛
門
は
多
恵
子
の
兄
の
荒
五
郎
（
良
浩
）
か
弟
の
三
代
目
芝
寛
（
勝
三
）
が
演
じ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

［
松
王
下
屋
敷
　
増
補
手
習
鑑
］　『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
『
寺
子
屋
の
場
』
の
増
補
物
で
、『
寺

子
屋
』
の
前
段
、
松
王
の
下
屋
敷
に
於
い
て
夫
婦
親
子
共
々
、
菅
秀
才
を
救
う
覚
悟
を
決
め
る

と
い
う
話
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
明
治
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
　51
。
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
か
ら
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
出
版
さ
れ
た
常
磐
津
の
『
松
王
下
屋
敷
』
の

稽
古
本
が
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
り
　52
、
ま
た
本
行
の
方
で
は
『
増

補
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
あ
る
い
は
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
松
王
屋
敷
段
』　53
と
し
て
明
治
期
か
ら

演
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
配
役
総
覧
』（
二
四
九
頁
）
に
は
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）

年
に
東
京
で
の
上
演
記
録
が
あ
り
、
大
歌
舞
伎
で
は
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
帝
国
劇
場
で
初

代
吉
右
衛
門
が
『
増
補
天
神
記

　
松
王
下
屋
敷
』
を
演
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
は
掛
か
っ
て

い
な
い
。
や
は
り
『
寺
子
屋
』
の
種
明
か
し
的
演
目
で
あ
る
た
め
、
大
歌
舞
伎
で
は
敬
遠
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
は
か
た
ば
み
座
が
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
ま
で
数
回
上
演

し
て
い
る
が
、
小
芝
居
の
劇
団
で
は
そ
の
後
も
上
演
さ
れ
て
い
た
。
市
蔵
劇
団
で
も
よ
く
上
演

し
た
演
目
で
、荒
五
郎
が
松
王
を
、三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
が
千
代
を
演
じ
る
こ
と
が
多
か
っ

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二
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歌
舞
伎
座
で
幾
度
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
霊
験
譚
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
小
芝
居
で
は
盛
ん

に
上
演
さ
れ
た
演
目
で
あ
る
。
平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年
に
は
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

於
い
て
兼
元
末
次
演
出
で
上
演
さ
れ
、
兼
元
は
「
普
通
の
良
弁
杉
と
は
違
い
ま
し
て
、
小
芝
居

式
の
演
出
を
し
ま
す
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
記
事
）
と
述
べ
て
い
る
。
大
歌
舞
伎
で
は
大
鷲
に
子

を
奪
わ
れ
た
母
渚
は
滋
賀
の
国
守
山
中
左
衛
門
の
妻
だ
が
、
小
芝
居
で
は
百
姓
太
郎
作
の
妻
ま

さ
と
い
う
設
定
で
、
攫
わ
れ
た
子
の
名
を
書
い
て
貼
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
、
無
筆
な
た
め
に

我
が
子
の
名
す
ら
書
け
な
い
。
み
す
ぼ
ら
し
い
姿
の
母
ま
さ
と
高
僧
と
な
っ
た
き
ら
び
や
か
な

良
弁
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
が
小
芝
居
式
演
出
だ
っ
た
。

［
老
後
の
政
岡
　
伊だ

て達
衣い
し
ょ
う装
曲く
る

輪わ
ご

好の
み

］　
渡
辺
保
が
「『
老
後
の
政
岡
』
は
小
芝
居
の
出
し
物
だ

と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、と
ん
で
も
な
い
」
と
驚
い
た
よ
う
に
、寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
、

江
戸
森
田
座
初
演
、
勝
俵
蔵
（
の
ち
の
四
代
目
鶴
屋
南
北
）
ら
に
よ
る
『
伊
達
衣
装
曲
輪
好
』

の
大
詰
め
　62
で
あ
り
、初
演
は
大
歌
舞
伎
で
あ
る
。『
伊
達
衣
装
』
は
「
前
半
が
『
鏡
山
』
に
『
先

代
萩
』
の
後
日
談
を
く
っ
つ
け
た
よ
う
な
得
体
の
知
れ
な
い
芝
居
」
だ
が
大
詰
め
の
『
老
後
の

政
岡
』
は
年
老
い
た
政
岡
が
伊
達
綱
村
（
か
つ
て
の
鶴
千
代
君
）
に
暇
乞
い
に
来
る
場
面
で
千

松
を
忍
び
、
時
の
流
れ
を
し
み
じ
み
と
描
く
作
品
で
あ
る
。
小
芝
居
で
は
よ
く
演
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
明
治
以
降
の
大
歌
舞
伎
で
は
平
成
十
二
（
二
○
○
○
）
年
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
兼
元
末
次
演
出
の
公
演
ま
で
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
平
成
二
十
一
（
二
○
○
九
）
年

の
舞
台
創
造
研
究
所
主
催
・
日
本
伝
統
芸
能
振
興
会
企
画
・
製
作
の
歌
舞
伎
ル
ネ
サ
ン
ス
公
演

第
三
回
『
萬
夜
一
夜
先
代
萩
』（
兼
元
多
恵
子
・
坂
東
鼓
登
治
演
出
）
の
公
演
で
は
一
幕
目
『
伽

羅
先
代
萩

　
飯
炊
き
（
鶴
千
代
御
殿
の
場
）』
に
続
い
て
、『
老
後
の
政
岡
（
伊
達
館
奥
殿
の
場
）』

を
二
幕
目
に
上
演
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
村
以
和
於
は
『
老
後
』
に
つ
い
て
「
い
わ

ゆ
る
小
芝
居
種
で
、「
本
行
」
の
『
伽
羅
先
代
萩
』
が
あ
っ
て
の
芝
居
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

『
仮
名
手
本
』
の
二
段
目
が
あ
っ
て
の
「
本
蔵
下
屋
敷
」
で
あ
る
の
と
同
巧
と
い
え
る
」
が
、

多
恵
子
ら
が
演
出
し
た
『
萬
夜
一
夜
先
代
萩
』
で
は
「
若
君
と
乳
母
と
い
う
ふ
た
り
の
人
生
の

時
を
描
く
と
い
う
趣
向
に
は
、
な
か
な
か
秀
逸
な
も
の
」
が
あ
り
、「「
老
後
」
の
政
岡
と
、
そ

の
若
き
日
で
あ
る
「
先
代
萩
御
殿
」
の
政
岡
を
、
二
幕
仕
立
て
の
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
見
せ

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
単
に
小
芝
居
に
伝
え
ら
れ
た
一
種
の
「
名
作
」
を
見
せ
る
と
い
う

企
画
か
ら
一
歩
も
二
歩
も
進
め
た
、
端
倪
す
べ
ら
ざ
る
も
の
と
い
え
る
」
と
高
く
評
価
し
て
い

る
　63
。

　『
伊
達
衣
装
』
全
幕
は
物
語
と
し
て
は
無
理
が
あ
っ
た
た
め
か
、
近
代
以
降
は
『
老
後
』
の

み
が
小
芝
居
の
中
で
受
け
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
市
蔵
劇
団
で
は
市
川
福
之
助
、
中
村
芝
之

助
　64
の
他
、
初
代
福
太
郎
ら
が
政
岡
を
演
じ
た
。

三
、
も
っ
ぱ
ら
中
芝
居･

小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
演
目
の
特
徴

　
以
上
、
明
治
期
以
降
、
大
歌
舞
伎
で
は
比
較
的
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
演
目
の
内
容
と
そ
の
批

評
な
ど
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
に
浮
か
び
上
が
っ
た
幾
つ
か
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

三
―
一
、
上
方
ら
し
い
演
目
と
そ
の
演
出

町
人
社
会
を
描
く
演
目

　
以
上
の
演
目
は
大
坂
が
舞
台
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
上
方
ら
し

い
」
と
い
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
演
出
の
演
目
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

　『
根
引
の
門
松
』
に
つ
い
て
水
落
潔
は
、
一
、
大
坂
が
舞
台
で
町
人
の
義
理
人
情
を
描
い
た

物
語
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
、
庶
民
生
活
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
狂
言
の
た
め
、
大
劇
場
で
は
緊
張

感
が
出
に
く
か
っ
た
こ
と
、
三
、
老
人
の
活
躍
す
る
狂
言
な
の
で
、
二
枚
目
や
美
し
い
女
方
を

志
向
す
る
江
戸
東
京
の
役
者
は
敬
遠
し
た
こ
と
、
に
よ
り
江
戸
東
京
で
の
上
演
が
少
な
か
っ
た

と
分
析
し
、「
江
戸
歌
舞
伎
に
は
颯
爽
と
し
た
二
枚
目
や
粋
な
芸
者
が
活
躍
す
る
狂
言
は
多
い

が
、
老
人
が
主
役
の
芝
居
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
こ
に
江
戸
歌
舞
伎
と
上
方
歌
舞
伎
の
発
想
の
違

い
、
芸
の
姿
の
違
い
が
見
ら
れ
る
」　65
と
述
べ
る
。

　
市
蔵
劇
団
で
は
上
演
し
な
か
っ
た
た
め
第
二
章
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
小
芝
居
で
し

ば
し
ば
上
演
さ
れ
た
『
い
ろ
は
新
助
』
に
つ
い
て
渡
辺
保
は
「『
伊
勢
音
頭
』
の
よ
う
な
縁
切

り
狂
言
の
典
型
の
裏
を
裏
を
と
い
く
複
雑
な
趣
向
で
、
大
坂
人
の
合
理
性
と
喜
劇
的
な
面
が
よ

く
出
て
い
る
。
大
坂
文
化
の
爛
熟
の
果
て
に
生
ま
れ
た
作
品
」　66
と
評
し
て
い
る
。『
い
ろ
は
』

は
二
代
目
實
川
延
若
も
よ
く
演
じ
「
新
助
が
い
ろ
は
と
口
説
を
演
じ
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も

上
方
の
和
事
の
味
」
で
延
若
の
芸
風
に
よ
く
合
い
、
自
分
が
斬
っ
た
い
ろ
は
が
、
実
は
斬
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
嬉
し
が
る
と
い
う
「
上
方
の
芝
居
の
ふ
し
ぎ
な
お
も
し
ろ
さ
」
が

あ
る
、
と
戸
板
康
二
　67
も
述
べ
て
い
る
。

　『
梅
の
由
兵
衛
』
は
大
坂
で
実
際
に
あ
っ
た
事
件
が
元
で
あ
る
。
ま
た
由
兵
衛
は
喧
嘩
っ
早

い
江
戸
風
の
伊
達
男
で
は
な
く
、
義
に
厚
く
や
む
な
く
義
理
の
弟
長
吉
を
手
に
掛
け
て
し
ま
う

人
物
で
あ
り
、由
兵
衛
夫
婦
が
義
弟
長
吉
の
死
骸
を
担
っ
て
小
橋
の
井
戸
ま
で
の
道
行
き
が「
哀

切
き
わ
ま
る
」　68
と
評
さ
れ
る
。
町
人
社
会
の
義
理
人
情
と
い
う
の
が
江
戸
東
京
で
受
け
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
老
人
の
活
躍
す
る
『
引
窓
』
も
明
治
期
か
ら
初
代
鴈
治
郎
は
東
京
で
演
じ
て
い
る
も
の
の
、

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二

た
。
平
成
十
七
（
二
○
○
五
）
年
九
月

　
第
十
八
回
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
兼
元
末
次
の

演
出
に
よ
り
江
戸
東
京
博
物
館
で
復
活
上
演
さ
れ
た
。

［
弥や
さ
く作

の
鎌か
ま

腹ば
ら

］　
赤
穂
義
士
物
の
一
つ
。
赤
穂
家
中
に
養
子
に
行
き
、
浪
人
と
な
っ
た
和
助
に

代
官
七
太
夫
か
ら
兄
弥
作
を
通
し
て
縁
談
が
持
ち
込
ま
れ
た
が
和
助
は
承
知
し
な
い
。
和
助
は

兄
弥
作
に
問
い
詰
め
ら
れ
大
事
を
兄
に
漏
ら
す
。
弥
作
は
七
太
夫
に
断
り
を
入
れ
る
が
問
い
詰

め
ら
れ
て
大
事
を
漏
ら
し
、
そ
れ
を
盾
に
脅
さ
れ
る
。
板
挟
み
に
な
っ
た
弥
作
は
七
太
夫
を
殺

し
自
ら
鎌
で
切
腹
す
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。

　
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
、
大
坂
中
の
芝
居
『
扇

お
う
ぎ

矢や

数か
ず
し
じ
ゅ
う
し
ち
ほ
ん

四
拾
七
本
』（
七
幕
目
）
が
初
演
で
、

そ
の
後
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
三
代
目
歌
右
衛
門
が
『
弥
作
の
鎌
腹
』
で
弥
作
を
演
じ
た
。

歌
右
衛
門
本
人
及
び
二
代
目
関
三
十
郎
、
初
代
時
蔵
（
の
ち
の
三
代
目
歌
六
）
な
ど
の
弟
子
筋

が
よ
く
演
じ
た
演
目
で
、
江
戸
期
は
大
坂
及
び
江
戸
で
演
じ
ら
れ
た
　54
。
三
代
目
歌
六
の
息
子 

初
代
吉
右
衛
門
は
こ
の
演
目
を
「
秀
山
十
種
」
に
入
れ
て
い
る
。『
配
役
総
覧
』（
二
六
八
頁
）

に
よ
れ
ば
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
歌
六
や
吉
右
衛
門
が
演
じ
る
他
は
、
小
芝
居
系
の
上

演
が
目
立
つ
。
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
と
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
二
代
目
猿
之
助
が

上
演
し
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に
三
代
目
實
川
延
若
が
弥
作
を
演
じ
た
　55
後
は
、
平

成
十
五
（
二
○
○
三
）
年
二
月
の
「
第
十
三
回 

歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
兼
元
末

次
演
出
の
『
弥
作
の
鎌
腹
』
が
演
じ
ら
れ
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き

は
六
代
目
嵐
橘
三
郎
が
弥
作
を
演
じ
た
が
、
こ
の
後
平
成
二
十
五
（
二
○
一
三
）
年
、
二
代
目

吉
右
衛
門
が
弥
作
を
演
じ
た
と
き
、
橘
三
郎
が
演
じ
た
様
子
を
聞
い
て
「
そ
れ
い
い
ね
、
い
た

だ
き
」
と
兼
元
の
演
出
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　
も
と
も
と
上
方
で
よ
く
演
じ
ら
れ
た
演
目
で
あ
っ
た
た
め
か
、
中
芝
居
で
の
上
演
が
多
く
、

市
蔵
の
演
し
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
十
七
代
目
勘
三
郎
の
弟
子
に
な
る
以
前
に
市
蔵
の
弟
子
で

あ
っ
た
二
代
目
中
村
源
左
衛
門
が
二
代
目
団
四
郎
（
勝
三
）
に
向
か
っ
て
「
オ
ヤ
カ
タ
（
市
蔵
）

の
型
で
、『
弥
作
の
鎌
腹
』、
し
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

［
蓮
如
上
人
吉
崎
御
坊
　
肉
附
の
面
　
嫁
威
谷
］　『
肉
附
の
面
』
の
粗
筋
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。
元
は
桧
山
家
中
の
武
士
で
あ
っ
た
与
惣
次
は
嫁
お
清
と
母
お
い
ま
と
百
姓
暮
ら
し
を
し
て

い
る
が
、
姑
は
信
心
深
い
嫁
を
憎
ん
で
い
る
。
お
清
は
亡
く
な
っ
た
一
子
の
た
め
蓮
如
上
人
に

綿
を
納
め
た
い
と
人
づ
て
に
頼
む
が
、
そ
こ
に
帰
宅
し
た
姑
は
「
綿
が
な
い
」
と
お
清
を
折
檻

し
、
離
縁
す
る
。
夫
の
取
り
な
し
で
お
清
は
家
に
戻
り
、
夫
婦
連
れ
だ
っ
て
吉
崎
に
お
わ
す
蓮

如
上
人
の
元
へ
出
か
け
て
行
く
。
一
足
先
に
帰
宅
す
る
途
中
の
嫁
を
、
姑
は
鬼
の
面
を
付
け
て

威
し
、
鎌
で
殺
し
て
し
ま
う
。
家
に
戻
っ
た
姑
は
鬼
の
面
を
取
ろ
う
と
す
る
が
肉
に
食
い
込
ん

で
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
与
惣
次
が
帰
宅
す
る
と
、
嫁
お
清
の
死
体
が
運
ば
れ
て
く
る
が
、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
守
り
袋
の
奇
瑞
で
お
清
は
蘇
生
す
る
。
姑
は
呵
責
の
念
に
堪
え
か
ね
て
自
害

す
る
が
、
い
ま
わ
の
際
に
蓮
如
が
現
れ
「
仏
門
に
入
り
、
念
仏
を
唱
え
よ
」
と
の
言
葉
で
念
仏

を
唱
え
て
極
楽
往
生
の
臨
終
を
迎
え
る
。

　
本
演
目
は
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
八
月
、
大
坂
中
の
芝
居
初
演
の
辰
岡
万
作
作
、
蓮
如

上
人
奇
蹟
譚
『
雪

ゆ
き
の
な
ど
こ
ろ国

嫁よ
め

威お
ど
し

谷だ
に

』
が
歌
舞
伎
と
し
て
の
上
演
の
初
め
と
す
る
説
　56
も
あ
る
が
、

『
雪
国
』
は
複
雑
な
お
家
騒
動
の
話
で
、
鬼
女
の
面
で
嫁
を
殺
す
場
面
は
あ
る
が
蓮
如
は
登
場

せ
ず
、
面
が
肉
附
き
に
な
る
場
面
も
な
い
　57
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
肉
附
の
面
』
は
明
治

十
九
（
一
八
八
六
）
年
五
月
、
大
阪
彦
六
座
初
演
の
浄
瑠
璃
『
親
鸞
聖
人 

蓮
如
上
人 

顕
如
上

人 

弥
陀
本
願
三
信
記
』
の
十
三
段
目
「
嫁
威
し
の
段
」
を
元
に
、
明
治
三
十
五
（
一
九
○
二
）

年
二
月
、
大
阪
浪
花
座
、
勝
諺
蔵
作
の
歌
舞
伎
演
目
『
嫁
威
谷
』
で
、
初
代
市
川
右
団
次
が
老

婆
を
演
じ
た
の
が
初
演
で
あ
る
　58
。
渥
美
に
よ
れ
ば
、『
扇
谷
』
の
敦
盛
を
演
じ
る
前
に
汚
い

役
を
や
り
た
い
と
右
団
次
が
勝
諺
蔵
に
注
文
し
た
も
の
で
あ
り
、
老
婆
を
中
心
に
据
え
、
よ
り

霊
験
譚
を
強
調
し
た
演
目
と
な
っ
て
い
る
。
京
阪
地
区
で
は
幾
度
も
上
演
さ
れ
、
と
く
に
浄
土

真
宗
地
域
で
は
人
気
の
高
い
演
目
で
あ
っ
た
。
東
京
で
は
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
四
代

目
源
之
助
（
田
圃
の
太
夫
）
が
、
同
じ
く
明
治
四
十
年
に
右
団
次
　59
が
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
に
は
二
代
目
段
四
郎
が
老
婆
を
演
じ
た
　60
。
昭
和
初
期
は
観
音
劇
場
や
寿
座
の
小
芝
居
系
劇

場
で
上
演
さ
れ
、
戦
後
は
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
前
後
に
数
度
、
か
た
ば
み
座
が
上
演
し

た
が
、
そ
の
後
は
平
成
十
四
（
二
○
○
二
）
年
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
上
演
さ
れ
る
ま

で
表
舞
台
に
は
出
て
い
な
い
。

　
小
芝
居
で
有
名
な
市
川
鶴
之
助
も
婆
を
演
じ
て
い
た
こ
と
を
勝
三
は
記
憶
し
て
お
り
、
細
川

興
行
や
市
蔵
劇
団
な
ど
の
中
芝
居
劇
団
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
ま
で
上
演
し
て
い
た
。
市
蔵
劇

団
で
は
尾
上
菊
太
郎
が
婆
、
時
若
（
兼
元
末
次
）
が
お
清
、
二
代
目
芝
寛
が
与
惣
次
を
し
た
。

片
岡
秀
郎
も
婆
役
は
得
意
演
目
の
一
つ
で
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
頃
、
細
川
興
行
に
於

い
て
よ
く
上
演
し
た
。

［
良
弁
杉
由
来
　
二
月
堂
］　
本
行
で
は
「
西
国
三
拾
三
所
花
野
山
」
観
音
霊
験
記
の
一
つ
で
あ

り
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、
大
阪
彦
六
座
初
演
で
、
歌
舞
伎
で
は
右
田
寅
彦
増
補
で
大

正
二
（
一
九
一
三
）
年
、
帝
国
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
。
渚
を
六
代
目
梅
幸
、
良
弁
を
初
代
澤
村

宗
之
助
が
演
じ
た
　61
。
そ
の
後
昭
和
初
期
に
は
十
五
代
目
羽
左
衛
門
が
良
弁
を
演
じ
、
戦
後
も
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歌
舞
伎
座
で
幾
度
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
霊
験
譚
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
小
芝
居
で
は
盛
ん

に
上
演
さ
れ
た
演
目
で
あ
る
。
平
成
十
三
（
二
○
○
一
）
年
に
は
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

於
い
て
兼
元
末
次
演
出
で
上
演
さ
れ
、
兼
元
は
「
普
通
の
良
弁
杉
と
は
違
い
ま
し
て
、
小
芝
居

式
の
演
出
を
し
ま
す
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
記
事
）
と
述
べ
て
い
る
。
大
歌
舞
伎
で
は
大
鷲
に
子

を
奪
わ
れ
た
母
渚
は
滋
賀
の
国
守
山
中
左
衛
門
の
妻
だ
が
、
小
芝
居
で
は
百
姓
太
郎
作
の
妻
ま

さ
と
い
う
設
定
で
、
攫
わ
れ
た
子
の
名
を
書
い
て
貼
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
、
無
筆
な
た
め
に

我
が
子
の
名
す
ら
書
け
な
い
。
み
す
ぼ
ら
し
い
姿
の
母
ま
さ
と
高
僧
と
な
っ
た
き
ら
び
や
か
な

良
弁
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
が
小
芝
居
式
演
出
だ
っ
た
。

［
老
後
の
政
岡
　
伊だ

て達
衣い
し
ょ
う装
曲く
る

輪わ
ご

好の
み

］　
渡
辺
保
が
「『
老
後
の
政
岡
』
は
小
芝
居
の
出
し
物
だ

と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、と
ん
で
も
な
い
」
と
驚
い
た
よ
う
に
、寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
、

江
戸
森
田
座
初
演
、
勝
俵
蔵
（
の
ち
の
四
代
目
鶴
屋
南
北
）
ら
に
よ
る
『
伊
達
衣
装
曲
輪
好
』

の
大
詰
め
　62
で
あ
り
、初
演
は
大
歌
舞
伎
で
あ
る
。『
伊
達
衣
装
』
は
「
前
半
が
『
鏡
山
』
に
『
先

代
萩
』
の
後
日
談
を
く
っ
つ
け
た
よ
う
な
得
体
の
知
れ
な
い
芝
居
」
だ
が
大
詰
め
の
『
老
後
の

政
岡
』
は
年
老
い
た
政
岡
が
伊
達
綱
村
（
か
つ
て
の
鶴
千
代
君
）
に
暇
乞
い
に
来
る
場
面
で
千

松
を
忍
び
、
時
の
流
れ
を
し
み
じ
み
と
描
く
作
品
で
あ
る
。
小
芝
居
で
は
よ
く
演
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
明
治
以
降
の
大
歌
舞
伎
で
は
平
成
十
二
（
二
○
○
○
）
年
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
兼
元
末
次
演
出
の
公
演
ま
で
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
平
成
二
十
一
（
二
○
○
九
）
年

の
舞
台
創
造
研
究
所
主
催
・
日
本
伝
統
芸
能
振
興
会
企
画
・
製
作
の
歌
舞
伎
ル
ネ
サ
ン
ス
公
演

第
三
回
『
萬
夜
一
夜
先
代
萩
』（
兼
元
多
恵
子
・
坂
東
鼓
登
治
演
出
）
の
公
演
で
は
一
幕
目
『
伽

羅
先
代
萩

　
飯
炊
き
（
鶴
千
代
御
殿
の
場
）』
に
続
い
て
、『
老
後
の
政
岡
（
伊
達
館
奥
殿
の
場
）』

を
二
幕
目
に
上
演
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
村
以
和
於
は
『
老
後
』
に
つ
い
て
「
い
わ

ゆ
る
小
芝
居
種
で
、「
本
行
」
の
『
伽
羅
先
代
萩
』
が
あ
っ
て
の
芝
居
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

『
仮
名
手
本
』
の
二
段
目
が
あ
っ
て
の
「
本
蔵
下
屋
敷
」
で
あ
る
の
と
同
巧
と
い
え
る
」
が
、

多
恵
子
ら
が
演
出
し
た
『
萬
夜
一
夜
先
代
萩
』
で
は
「
若
君
と
乳
母
と
い
う
ふ
た
り
の
人
生
の

時
を
描
く
と
い
う
趣
向
に
は
、
な
か
な
か
秀
逸
な
も
の
」
が
あ
り
、「「
老
後
」
の
政
岡
と
、
そ

の
若
き
日
で
あ
る
「
先
代
萩
御
殿
」
の
政
岡
を
、
二
幕
仕
立
て
の
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
見
せ

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
単
に
小
芝
居
に
伝
え
ら
れ
た
一
種
の
「
名
作
」
を
見
せ
る
と
い
う

企
画
か
ら
一
歩
も
二
歩
も
進
め
た
、
端
倪
す
べ
ら
ざ
る
も
の
と
い
え
る
」
と
高
く
評
価
し
て
い

る
　63
。

　『
伊
達
衣
装
』
全
幕
は
物
語
と
し
て
は
無
理
が
あ
っ
た
た
め
か
、
近
代
以
降
は
『
老
後
』
の

み
が
小
芝
居
の
中
で
受
け
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
市
蔵
劇
団
で
は
市
川
福
之
助
、
中
村
芝
之

助
　64
の
他
、
初
代
福
太
郎
ら
が
政
岡
を
演
じ
た
。

三
、
も
っ
ぱ
ら
中
芝
居･

小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
演
目
の
特
徴

　
以
上
、
明
治
期
以
降
、
大
歌
舞
伎
で
は
比
較
的
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
演
目
の
内
容
と
そ
の
批

評
な
ど
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
に
浮
か
び
上
が
っ
た
幾
つ
か
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

三
―
一
、
上
方
ら
し
い
演
目
と
そ
の
演
出

町
人
社
会
を
描
く
演
目

　
以
上
の
演
目
は
大
坂
が
舞
台
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
上
方
ら
し

い
」
と
い
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
演
出
の
演
目
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

　『
根
引
の
門
松
』
に
つ
い
て
水
落
潔
は
、
一
、
大
坂
が
舞
台
で
町
人
の
義
理
人
情
を
描
い
た

物
語
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
、
庶
民
生
活
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
狂
言
の
た
め
、
大
劇
場
で
は
緊
張

感
が
出
に
く
か
っ
た
こ
と
、
三
、
老
人
の
活
躍
す
る
狂
言
な
の
で
、
二
枚
目
や
美
し
い
女
方
を

志
向
す
る
江
戸
東
京
の
役
者
は
敬
遠
し
た
こ
と
、
に
よ
り
江
戸
東
京
で
の
上
演
が
少
な
か
っ
た

と
分
析
し
、「
江
戸
歌
舞
伎
に
は
颯
爽
と
し
た
二
枚
目
や
粋
な
芸
者
が
活
躍
す
る
狂
言
は
多
い

が
、
老
人
が
主
役
の
芝
居
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
こ
に
江
戸
歌
舞
伎
と
上
方
歌
舞
伎
の
発
想
の
違

い
、
芸
の
姿
の
違
い
が
見
ら
れ
る
」　65
と
述
べ
る
。

　
市
蔵
劇
団
で
は
上
演
し
な
か
っ
た
た
め
第
二
章
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
小
芝
居
で
し

ば
し
ば
上
演
さ
れ
た
『
い
ろ
は
新
助
』
に
つ
い
て
渡
辺
保
は
「『
伊
勢
音
頭
』
の
よ
う
な
縁
切

り
狂
言
の
典
型
の
裏
を
裏
を
と
い
く
複
雑
な
趣
向
で
、
大
坂
人
の
合
理
性
と
喜
劇
的
な
面
が
よ

く
出
て
い
る
。
大
坂
文
化
の
爛
熟
の
果
て
に
生
ま
れ
た
作
品
」　66
と
評
し
て
い
る
。『
い
ろ
は
』

は
二
代
目
實
川
延
若
も
よ
く
演
じ
「
新
助
が
い
ろ
は
と
口
説
を
演
じ
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も

上
方
の
和
事
の
味
」
で
延
若
の
芸
風
に
よ
く
合
い
、
自
分
が
斬
っ
た
い
ろ
は
が
、
実
は
斬
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
嬉
し
が
る
と
い
う
「
上
方
の
芝
居
の
ふ
し
ぎ
な
お
も
し
ろ
さ
」
が

あ
る
、
と
戸
板
康
二
　67
も
述
べ
て
い
る
。

　『
梅
の
由
兵
衛
』
は
大
坂
で
実
際
に
あ
っ
た
事
件
が
元
で
あ
る
。
ま
た
由
兵
衛
は
喧
嘩
っ
早

い
江
戸
風
の
伊
達
男
で
は
な
く
、
義
に
厚
く
や
む
な
く
義
理
の
弟
長
吉
を
手
に
掛
け
て
し
ま
う

人
物
で
あ
り
、由
兵
衛
夫
婦
が
義
弟
長
吉
の
死
骸
を
担
っ
て
小
橋
の
井
戸
ま
で
の
道
行
き
が「
哀

切
き
わ
ま
る
」　68
と
評
さ
れ
る
。
町
人
社
会
の
義
理
人
情
と
い
う
の
が
江
戸
東
京
で
受
け
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
老
人
の
活
躍
す
る
『
引
窓
』
も
明
治
期
か
ら
初
代
鴈
治
郎
は
東
京
で
演
じ
て
い
る
も
の
の
、
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を
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
小
芝
居
　72
の
劇
団
で
は
こ
う
し
た
演
目
を
よ
く
舞
台
に
掛
け

た
の
で
あ
る
。

東
西
の
傾
向
の
違
い

　
こ
の
よ
う
な
東
西
の
歌
舞
伎
の
傾
向
の
違
い
は
、
中
芝
居
劇
団
市
川
市

蔵
劇
団
に
育
っ
た
三
代
目
小
紫
の
多
恵
子
や
二
代
目
団
四
郎
の
勝
三
の
語
り
に
も
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　「
仁
左
衛
門
さ
ん
や
藤
十
郎
さ
ん
達
の
芝
居
は
や
っ
ぱ
り
関
西
風
の
芝
居
っ
て
い
う
か
、
き

め
細
か
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
お
客
さ
ん
を
喜
ば
す
術
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
仲
良

し
に
な
ろ
う
や
と
い
う
と
こ
ろ
が
関
西
の
歌
舞
伎
役
者
さ
ん
な
ん
で
す
。」「
こ
う
言
っ
ち
ゃ
あ

悪
い
ん
で
す
が
、関
西
が
ち
ょ
っ
と
泥
臭
い
。
泥
ま
で
い
か
な
い
け
ど
臭
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
。

そ
う
い
う
芝
居
だ
っ
た
の
が
、
段
々
と
上
方
歌
舞
伎
が
な
く
な
っ
て
き
て
、
も
う
東
京
の
人
達

と
一
緒
に
演
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
や
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
ね
。」「
私

ら
も
面
白
く
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
強
か
っ
た
。
古
典
物
は
変
え
に
く
い
け
れ
ど
、
所
作
物

は
な
ん
ぼ
で
も
変
え
ら
れ
る
か
ら
、
工
夫
し
て
ね
」（
多
恵
子
談
）

　
ま
た
、
観
客
の
見
方
の
違
い
も
あ
っ
た
。「
関
西
と
東
京
で
は
、
お
客
さ
ん
の
芝
居
の
見
方

は
違
い
ま
す
よ
。
だ
か
ら
、
芝
居
の
仕
方
も
ま
た
違
う
よ
う
に
し
ま
す
。
関
西
の
人
は
こ
う
い

う
こ
と
や
っ
た
ら
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
を
私
ら
関
西
人
は
知
っ
て
ま
す
か
ら
。
お
客
さ
ん
に
媚

売
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
、
東
京
の
人
が
見
た
ら
関
西
の
役
者
は
臭
い

と
か
、
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
」。
勝
三
も
「
上
方
は
お
客
に
受
け
る
芝
居
を
す
る
。
二
代
目
鴈

治
郎
は
受
け
る
歌
舞
伎
を
演
っ
て
い
た
ね
。
私
ら
も
東
京
と
大
阪
と
名
古
屋
で
演
る
と
き
と
で

は
、土
地
に
合
う
よ
う
に
少
し
だ
け
変
え
て
。
受
け
方
が
違
う
か
ら
」
と
語
る
。
こ
の
よ
う
に
、

本
来
、
上
方
歌
舞
伎
の
持
っ
て
い
た
上
方
ら
し
い
演
目
と
演
出
を
、
中
芝
居
や
小
芝
居
の
役
者

達
が
保
持
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

衣
装
小
道
具
や
用
語
の
違
い

　
細
か
な
こ
と
で
も
関
西
か
関
東
で
は
違
い
が
あ
っ
た
。
例
え
ば

「
花
魁
の
簪
が
撥
型
つ
ま
り
松
葉
の
簪
な
の
は
関
東
の
花
魁
で
、
関
西
で
は
花
に
な
っ
て
い
る

簪
を
使
い
ま
す
。
揚
巻
や
八
つ
橋
や
『
揚
屋
』
の
宮
城
野
は
吉
原
が
舞
台
な
の
で
松
葉
の
簪
を

挿
し
た
江
戸
の
花
魁
の
姿
に
し
て
、
夕
霧
や
阿
古
屋
は
花
の
簪
。
義
太
夫
の
入
ら
な
い
書
き
物

（
新
作
演
目
）
は
、
松
葉
の
簪
。
そ
れ
が
粋
な
ん
や
」
と
、
多
恵
子
は
そ
の
違
い
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、『
七
段
目
』
の
お
軽
も
、
関
西
の
お
軽
は
胴
抜
き
で
団
扇
は
使
わ
ず
、

懐
紙
を
使
っ
て
演
ず
る
一
方
、
関
東
の
お
軽
は
紫
の
裾
模
様
に
団
扇
を
持
っ
て
演
ず
る
。
男
帯

の
貝
の
口
も
「
江
戸
結
び
」
は
テ
が
右
手
に
な
る
が
、
関
西
は
テ
が
左
に
行
く
。『
太
功
記
十

段
目
』
の
十
次
郎
の
拵
え
も
、
市
蔵
劇
団
で
は
下
に
手
甲
を
つ
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
衣
装
替
え
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
多
恵
子
は
、
下
に
付
け
て
い
る
手
甲
が
見
え
る
初
代
鴈
治
郎
の
写

真
を
見
つ
け
て
「
私
ら
だ
け
で
な
く
上
方
で
は
昔
か
ら
そ
う
し
て
た
ん
だ
」
と
思
っ
た
と
い
う
。

ツ
ケ
打
ち
の
言
い
方
も
関
東
で
は
「
バ
ー
ッ
タ
リ
」
と
言
う
が
、関
西
で
は
「
パ
ー
レ
」「
タ
ー

レ
」「
ト
ン
、
パ
ー
テ
」「
ス
コ
ン
、
ト
ン
、
パ
テ
」
な
ど
と
言
っ
た
。
勝
三
が
二
代
目
鴈
治
郎

の
弟
子
と
話
し
て
い
た
と
き
、
彼
が
「
あ
、
昔
そ
う
言
う
て
ま
し
た
よ
！
」
と
言
い
、「
今
は

何
で
も
関
東
の
や
り
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
し
合
っ
た
と
い
う
　73
。
こ
の
よ
う
に
、
上

方
の
仕
来
り
や
古
い
型
の
伝
統
を
市
蔵
劇
団
で
は
受
け
継
ぎ
、保
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
―
二
、
小
芝
居
に
残
っ
た
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
香
り

大
衆
に
受
け
る
演
出

　
観
客
に
近
づ
こ
う
と
す
る
演
出
は
明
治
以
降
の
東
京
の
歌
舞
伎
界
で
は

敬
遠
さ
れ
た
む
き
が
あ
る
。
三
代
目
猿
之
助
は
「
明
治
期
に
近
代
合
理
主
義
の
も
と
に
九
代
目

団
十
郎
や
五
代
目
菊
五
郎
が
演
劇
改
良
運
動
を
お
こ
し
、
歌
舞
伎
を
芸
術
至
上
主
義
の
方
向
へ

持
っ
て
」
い
き
、「〝
河
原
乞
食
〟
を
〝
芸
術
家
〟
に
し
た
も
の
の
、
宙
乗
り
と
か
早
替
り
な
ど

い
わ
ゆ
る
ケ
レ
ン
は
切
り
捨
て
ら
れ
、一
見
バ
カ
バ
カ
し
い
非
合
理
性
は
排
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
路
線
は
、
昭
和
の
菊
五
郎
、
吉
右
衛
門
ま
で
続
き
、
一
時
は
芸
術
至
上
主
義
路
線
の
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
」　74
と
述
べ
る
。
歌
舞
伎
が
「
芸
術
」
で
あ
る
べ
き
と
い
う
時
代
の
風
潮
が

あ
り
、
そ
れ
は
戦
後
に
至
る
ま
で
引
き
ず
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
嫌
わ
れ
た
演
目
は
、「
通
俗
的
」「
大
衆
的
」「
説
明
的
」「
底
が
割
れ
る
」「
際
物
」

と
評
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
有
名
演
目
『
ど
ん
ど
ろ
大
師
』
も

そ
の
内
容
の
通
俗
性
や
大
衆
性
が
芸
術
至
上
主
義
の
方
向
に
あ
っ
た
近
代
歌
舞
伎
の
体
質
に
合

わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
本
蔵
下
屋
敷
』
や
『
松
王
下
屋
敷
』
も
『
忠
臣
蔵
九
段
目
』、『
寺

子
屋
』
と
い
っ
た
有
名
演
目
の
「
種
明
か
し
」
的
な
「
底
の
割
れ
る
」
演
目
で
あ
る
と
考
え
る

む
き
も
あ
っ
た
。『
老
後
の
政
岡
』
も
種
明
か
し
で
は
な
い
が
、
後
日
談
と
し
て
「
説
明
的
」

な
演
目
で
あ
る
と
い
え
る
。『
い
ざ
り
勝
五
郎
』
は
「
ケ
レ
ン
的
演
出
」
な
ど
と
批
評
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、「
通
俗
的
」「
説
明
的
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
演
目
が
大
歌
舞
伎
で
は
敬
遠
さ
れ
た
一

方
、
小
芝
居
の
観
客
達
は
そ
う
い
っ
た
物
語
展
開
を
素
直
に
喜
び
受
け
入
れ
た
た
め
、
小
芝
居

劇
団
で
は
よ
く
掛
け
る
演
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
面
白
く
す
る
」「
受
け
る
芝
居
」
と
い
う
意
味
で
は
『
大
石
東
下
り
』
な
ど
は
、
大
石
と
立

花
左
近
の
駆
け
引
き
が
『
勧
進
帳
』
の
弁
慶
と
富
樫
の
や
り
と
り
を
想
起
さ
せ
る
構
成
に
な
っ

て
お
り
、
長
唄
「
勧
進
帳
」
を
要
所
に
入
れ
る
趣
向
は
大
衆
的
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
が
大
喜
び
す
る
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昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
に
初
代
吉
右
衛
門
ら
が
上
演
す
る
ま
で
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
は

演
じ
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
小
芝
居
の
劇
場
で
掛
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
町
人
社
会
を
描
い
た

演
目
は
戦
後
の
上
方
歌
舞
伎
の
衰
退
と
と
も
に
さ
ら
に
掛
け
ら
れ
る
機
会
が
減
り
、
小
芝
居
の

中
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

観
客
に
顔
を
見
せ
よ
う
と
す
る
和
事
の
演
出

　
ま
た
、
上
方
の
歌
舞
伎
は
よ
り
観
客
に
顔
を
向

け
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
か
っ
た
。

　
上
方
の
歌
舞
伎
と
江
戸
の
歌
舞
伎
に
つ
い
て
、
江
戸
は
荒
事
、
上
方
は
和
事
が
中
心
で
あ
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
荒
事
は
本
来
「
悪
魔
鎮
め
の
芸
能
」
と
い
う
力
強
い
芸
な
の
で
様
式
、

型
、
を
大
切
に
し
、
そ
れ
は
「
家
の
芸
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
。
一
方
、
上
方
の
和
事
は
初

代
坂
田
藤
十
郎
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
型
よ
り
も
芸
風
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。

上
方
の
和
事
は
「
傾
城
買
狂
言
」
で
、
や
さ
男
が
主
人
公
と
な
り
、
そ
の
第
一
の
見
せ
場
は
傾

城
買
い
の
場
面
の
「
写
実
芸
」、
二
つ
目
は
若
旦
那
と
遊
女
の
「
口く

ぜ
つ説

事ご
と

」、
三
つ
目
は
う
ら
ぶ

れ
た
若
旦
那
が
太
夫
に
会
い
に
来
る
「
や
つ
し
事
」、
四
つ
目
は
う
ら
ぶ
れ
た
姿
で
以
前
の
傾

城
買
い
の
模
様
を
人
前
で
喋
る
と
こ
ろ
だ
、
と
い
う
　69
。「
上
方
の
和
事
芸
と
い
う
の
は
、
こ

の
よ
う
に
風
姿
と
話
芸
と
、
優
雅
さ
と
お
か
し
み
と
、
や
わ
ら
か
さ
と
色
気
と
を
混
然
と
一
つ

に
し
て
見
せ
る
芸
」
な
の
で
、「
和
事
は
芸
風
と
い
う
形
で
」
伝
わ
り
、
様
式
や
型
を
家
の
芸

と
し
て
伝
え
る
江
戸
の
歌
舞
伎
に
対
し
て
、
役
者
自
身
の
持
ち
味
が
醸
し
出
す
芸
風
を
大
切
に

し
て
、
必
ず
し
も
家
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
権
藤
芳
一
に
よ
れ
ば
上
方
歌
舞
伎
で

は
近
松
物
で
も
原
作
通
り
に
固
執
せ
ず
、
そ
の
時
代
に
合
わ
せ
て
書
き
替
え
て
上
演
す
る
伝
統

が
あ
っ
た
と
い
う
　70
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
初
期
の
元
禄
和
事
で
は
、滑
稽
の
要
素
が
少
な
か
ら
ず
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、

「
や
つ
し
」
の
な
か
に
笑
い
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
痴
話
喧
嘩
を
し
て

い
ち
ゃ
つ
く
演
技
を
「
濡
れ
の
や
つ
し
」
と
呼
び
、
文
字
を
省
略
し
た
り
崩
し
た
り
す
る
「
略や

つ

し
書
き
」
や
本
式
の
謡
の
文
句
を
も
じ
っ
た
滑
稽
な
謡
で
あ
る
「
や
つ
し
謡
」
も
あ
り
、
パ
ロ

デ
ィ
を
駆
使
し
た
り
言
葉
遊
び
で
茶
化
し
た
り
な
ど
「
や
つ
し
」
の
中
に
は
客
を
大
笑
い
さ
せ

る
仕
掛
け
が
満
載
だ
っ
た
と
い
う
　71
。
元
禄
上
方
歌
舞
伎
の
坂
田
藤
十
郎
の
笑
い
を
含
ん
だ
演

技
を
荻
田
清
『
笑
い
の
歌
舞
伎
史
』
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。

　「
今
源
氏
六
十
帖
」
で
は
「
す
ぐ
に
姫
に
見
惚
れ
、
姫
が
落
と
し
た
数
珠
を
隠
し
て
み
た
り
、

姫
の
草
履
を
わ
ざ
と
踏
ん
で
転
け
さ
せ
て
抱
き
つ
く
な
ど
の
い
た
ず
ら
を
す
る
。
さ
ら
に
、
姫

に
向
か
っ
て
『
臍
か
ら
風
邪
を
お
ひ
き
な
さ
り
ょ
う
』
と
ぶ
し
つ
け
な
こ
と
ば
を
か
け
た
り
、

姫
が
自
分
の
小
姓
と
な
れ
な
れ
し
く
す
る
の
を
嫉
妬
し
た
り
す
る
。
そ
の
く
せ
、
姫
と
二
人
き

り
に
な
る
と
、
何
も
し
ゃ
べ
れ
」
な
い
。
雑
煮
を
食
べ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
餅
を
長
く
伸
ば
し
た

り
掻
き
込
ん
で
喉
に
つ
ま
ら
せ
た
り
し
た
ら
し
く
、「
藤
十
郎
に
は
似
合
わ
ぬ
」
と
批
評
さ
れ

る
ほ
ど
の
滑
稽
な
演
技
を
し
て
い
た
。「
口
説
事
」
に
し
て
も
「
し
ん
み
り
と
し
た
中
に
、
相

手
へ
の
当
て
つ
け
が
あ
っ
た
り
、
冗
談
が
ま
じ
る
な
ど
し
て
、
笑
わ
せ
な
が
ら
泣
か
せ
る
」
の

だ
と
い
う
。
ま
る
で
喜
劇
王
藤
山
寛
美
の
「
泣
き
笑
い
」
の
舞
台
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
の
ち
に
江
戸
に
下
っ
た
大
坂
の
役
者 

三
代
目
歌
右
衛
門
も
滑
稽
味
の
あ
る
、
泣

き
笑
い
を
ね
ら
っ
た
演
目
を
創
出
し
た
り
、
演
出
し
た
り
し
て
い
る
。『
雁
の
た
よ
り
』『
乳
も

ら
い
』
と
い
っ
た
「
滑
稽
狂
言
」
は
歌
右
衛
門
が
関
わ
っ
て
い
る
。『
弥
作
の
鎌
腹
』
も
先
に

述
べ
た
よ
う
に
歌
右
衛
門
が
演
出
し
た
。『
弥
作
の
鎌
腹
』
は
「
忠
臣
蔵
物
」
で
、
百
姓
の
弥

作
が
板
挟
み
に
な
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
鎌
で
切
腹
す
る
も
の
の
、
作
法
を
知
ら
な
い
百
姓

で
あ
る
が
故
に
あ
た
ふ
た
す
る
と
い
う
、
滑
稽
さ
と
切
な
さ
、
哀
れ
さ
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た

ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
現
行
の
『
ど
ん
ど
ろ
大
師
』
に
し
て
も
本
筋
に
は
全
く

関
係
の
な
い
妙
珍
、
妙
天
が
出
て
き
て
漫
才
の
よ
う
な
掛
け
合
い
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
上
方

の
「
笑
い
」
は
、
二
代
目
鴈
治
郎
に
ま
で
も
受
け
継
が
れ
「
上
方
歌
舞
伎
の
伝
統
の
中
に
『
笑

い
』
が
根
深
く
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
て
く
る
」
と
荻
田
は
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
上

方
歌
舞
伎
は
江
戸
と
異
な
り
「
名
代
と
座
本
と
小
屋
主
が
基
本
的
に
は
別
々
」
で
、
一
年
ま
た

は
一
興
行
ご
と
に
組
合
わ
せ
が
変
わ
る
不
安
定
さ
が
「
伝
統
よ
り
も
現
前
の
観
客
の
好
み
を
大

事
に
し
た
」
と
述
べ
る
。

小
芝
居
に
残
る
上
方
ら
し
い
演
目

　
明
治
期
以
降
の
代
表
的
な
上
方
役
者
で
あ
る
初
代
鴈
治
郎

が
選
定
し
た
「
玩
辞
楼
十
二
曲
」
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
和
事
の
特
徴
を
持
つ
演
目
で
、『
引
窓
』

や
『
碁
盤
太
平
記

　
大
石
妻
子
別
れ
』
な
ど
は
小
芝
居
で
も
よ
く
演
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
伊
達

男
の
助
六
で
は
な
く
、
世
話
物
と
し
て
改
作
さ
れ
た
『
黒
手
組
助
六
』
が
小
芝
居
で
し
ば
し
ば

演
じ
ら
れ
た
の
は
、
上
方
的
性
格
を
持
つ
演
目
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。『
曾
我
物
語 

中

村
閑
居
』
に
し
て
も
、『
寿
曾
我
』
の
よ
う
な
江
戸
ら
し
い
演
目
で
は
な
く
、
上
方
で
活
躍
し

た
勝
諺
蔵
が
作
っ
た
、
親
子
の
情
愛
を
描
く
世
話
物
的
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
演
目
で
あ
る
。
情

愛
と
色
気
と
お
か
し
み
な
ど
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
演
目
が
、
観
客
に
顔
を
向
け
よ
う
と
す
る
上

方
歌
舞
伎
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
上
方
大
歌
舞
伎
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、

上
方
の
役
者
も
東
京
に
本
拠
を
移
し
て
し
ま
っ
た
。
東
京
で
和
事
の
演
目
が
上
演
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
そ
の
回
数
は
少
な
く
、
一
方
で
、
や
は
り
「
観
客
に
顔
を
向
け
る
」
こ
と
で
興
行
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を
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
小
芝
居
　72
の
劇
団
で
は
こ
う
し
た
演
目
を
よ
く
舞
台
に
掛
け

た
の
で
あ
る
。

東
西
の
傾
向
の
違
い

　
こ
の
よ
う
な
東
西
の
歌
舞
伎
の
傾
向
の
違
い
は
、
中
芝
居
劇
団
市
川
市

蔵
劇
団
に
育
っ
た
三
代
目
小
紫
の
多
恵
子
や
二
代
目
団
四
郎
の
勝
三
の
語
り
に
も
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　「
仁
左
衛
門
さ
ん
や
藤
十
郎
さ
ん
達
の
芝
居
は
や
っ
ぱ
り
関
西
風
の
芝
居
っ
て
い
う
か
、
き

め
細
か
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
お
客
さ
ん
を
喜
ば
す
術
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
仲
良

し
に
な
ろ
う
や
と
い
う
と
こ
ろ
が
関
西
の
歌
舞
伎
役
者
さ
ん
な
ん
で
す
。」「
こ
う
言
っ
ち
ゃ
あ

悪
い
ん
で
す
が
、関
西
が
ち
ょ
っ
と
泥
臭
い
。
泥
ま
で
い
か
な
い
け
ど
臭
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
。

そ
う
い
う
芝
居
だ
っ
た
の
が
、
段
々
と
上
方
歌
舞
伎
が
な
く
な
っ
て
き
て
、
も
う
東
京
の
人
達

と
一
緒
に
演
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
や
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
ね
。」「
私

ら
も
面
白
く
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
強
か
っ
た
。
古
典
物
は
変
え
に
く
い
け
れ
ど
、
所
作
物

は
な
ん
ぼ
で
も
変
え
ら
れ
る
か
ら
、
工
夫
し
て
ね
」（
多
恵
子
談
）

　
ま
た
、
観
客
の
見
方
の
違
い
も
あ
っ
た
。「
関
西
と
東
京
で
は
、
お
客
さ
ん
の
芝
居
の
見
方

は
違
い
ま
す
よ
。
だ
か
ら
、
芝
居
の
仕
方
も
ま
た
違
う
よ
う
に
し
ま
す
。
関
西
の
人
は
こ
う
い

う
こ
と
や
っ
た
ら
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
を
私
ら
関
西
人
は
知
っ
て
ま
す
か
ら
。
お
客
さ
ん
に
媚

売
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
、
東
京
の
人
が
見
た
ら
関
西
の
役
者
は
臭
い

と
か
、
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
」。
勝
三
も
「
上
方
は
お
客
に
受
け
る
芝
居
を
す
る
。
二
代
目
鴈

治
郎
は
受
け
る
歌
舞
伎
を
演
っ
て
い
た
ね
。
私
ら
も
東
京
と
大
阪
と
名
古
屋
で
演
る
と
き
と
で

は
、土
地
に
合
う
よ
う
に
少
し
だ
け
変
え
て
。
受
け
方
が
違
う
か
ら
」
と
語
る
。
こ
の
よ
う
に
、

本
来
、
上
方
歌
舞
伎
の
持
っ
て
い
た
上
方
ら
し
い
演
目
と
演
出
を
、
中
芝
居
や
小
芝
居
の
役
者

達
が
保
持
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

衣
装
小
道
具
や
用
語
の
違
い

　
細
か
な
こ
と
で
も
関
西
か
関
東
で
は
違
い
が
あ
っ
た
。
例
え
ば

「
花
魁
の
簪
が
撥
型
つ
ま
り
松
葉
の
簪
な
の
は
関
東
の
花
魁
で
、
関
西
で
は
花
に
な
っ
て
い
る

簪
を
使
い
ま
す
。
揚
巻
や
八
つ
橋
や
『
揚
屋
』
の
宮
城
野
は
吉
原
が
舞
台
な
の
で
松
葉
の
簪
を

挿
し
た
江
戸
の
花
魁
の
姿
に
し
て
、
夕
霧
や
阿
古
屋
は
花
の
簪
。
義
太
夫
の
入
ら
な
い
書
き
物

（
新
作
演
目
）
は
、
松
葉
の
簪
。
そ
れ
が
粋
な
ん
や
」
と
、
多
恵
子
は
そ
の
違
い
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、『
七
段
目
』
の
お
軽
も
、
関
西
の
お
軽
は
胴
抜
き
で
団
扇
は
使
わ
ず
、

懐
紙
を
使
っ
て
演
ず
る
一
方
、
関
東
の
お
軽
は
紫
の
裾
模
様
に
団
扇
を
持
っ
て
演
ず
る
。
男
帯

の
貝
の
口
も
「
江
戸
結
び
」
は
テ
が
右
手
に
な
る
が
、
関
西
は
テ
が
左
に
行
く
。『
太
功
記
十

段
目
』
の
十
次
郎
の
拵
え
も
、
市
蔵
劇
団
で
は
下
に
手
甲
を
つ
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
衣
装
替
え
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
多
恵
子
は
、
下
に
付
け
て
い
る
手
甲
が
見
え
る
初
代
鴈
治
郎
の
写

真
を
見
つ
け
て
「
私
ら
だ
け
で
な
く
上
方
で
は
昔
か
ら
そ
う
し
て
た
ん
だ
」
と
思
っ
た
と
い
う
。

ツ
ケ
打
ち
の
言
い
方
も
関
東
で
は
「
バ
ー
ッ
タ
リ
」
と
言
う
が
、関
西
で
は
「
パ
ー
レ
」「
タ
ー

レ
」「
ト
ン
、
パ
ー
テ
」「
ス
コ
ン
、
ト
ン
、
パ
テ
」
な
ど
と
言
っ
た
。
勝
三
が
二
代
目
鴈
治
郎

の
弟
子
と
話
し
て
い
た
と
き
、
彼
が
「
あ
、
昔
そ
う
言
う
て
ま
し
た
よ
！
」
と
言
い
、「
今
は

何
で
も
関
東
の
や
り
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
し
合
っ
た
と
い
う
　73
。
こ
の
よ
う
に
、
上

方
の
仕
来
り
や
古
い
型
の
伝
統
を
市
蔵
劇
団
で
は
受
け
継
ぎ
、保
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
―
二
、
小
芝
居
に
残
っ
た
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
香
り

大
衆
に
受
け
る
演
出

　
観
客
に
近
づ
こ
う
と
す
る
演
出
は
明
治
以
降
の
東
京
の
歌
舞
伎
界
で
は

敬
遠
さ
れ
た
む
き
が
あ
る
。
三
代
目
猿
之
助
は
「
明
治
期
に
近
代
合
理
主
義
の
も
と
に
九
代
目

団
十
郎
や
五
代
目
菊
五
郎
が
演
劇
改
良
運
動
を
お
こ
し
、
歌
舞
伎
を
芸
術
至
上
主
義
の
方
向
へ

持
っ
て
」
い
き
、「〝
河
原
乞
食
〟
を
〝
芸
術
家
〟
に
し
た
も
の
の
、
宙
乗
り
と
か
早
替
り
な
ど

い
わ
ゆ
る
ケ
レ
ン
は
切
り
捨
て
ら
れ
、一
見
バ
カ
バ
カ
し
い
非
合
理
性
は
排
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
路
線
は
、
昭
和
の
菊
五
郎
、
吉
右
衛
門
ま
で
続
き
、
一
時
は
芸
術
至
上
主
義
路
線
の
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
」　74
と
述
べ
る
。
歌
舞
伎
が
「
芸
術
」
で
あ
る
べ
き
と
い
う
時
代
の
風
潮
が

あ
り
、
そ
れ
は
戦
後
に
至
る
ま
で
引
き
ず
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
嫌
わ
れ
た
演
目
は
、「
通
俗
的
」「
大
衆
的
」「
説
明
的
」「
底
が
割
れ
る
」「
際
物
」

と
評
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
有
名
演
目
『
ど
ん
ど
ろ
大
師
』
も

そ
の
内
容
の
通
俗
性
や
大
衆
性
が
芸
術
至
上
主
義
の
方
向
に
あ
っ
た
近
代
歌
舞
伎
の
体
質
に
合

わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
本
蔵
下
屋
敷
』
や
『
松
王
下
屋
敷
』
も
『
忠
臣
蔵
九
段
目
』、『
寺

子
屋
』
と
い
っ
た
有
名
演
目
の
「
種
明
か
し
」
的
な
「
底
の
割
れ
る
」
演
目
で
あ
る
と
考
え
る

む
き
も
あ
っ
た
。『
老
後
の
政
岡
』
も
種
明
か
し
で
は
な
い
が
、
後
日
談
と
し
て
「
説
明
的
」

な
演
目
で
あ
る
と
い
え
る
。『
い
ざ
り
勝
五
郎
』
は
「
ケ
レ
ン
的
演
出
」
な
ど
と
批
評
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、「
通
俗
的
」「
説
明
的
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
演
目
が
大
歌
舞
伎
で
は
敬
遠
さ
れ
た
一

方
、
小
芝
居
の
観
客
達
は
そ
う
い
っ
た
物
語
展
開
を
素
直
に
喜
び
受
け
入
れ
た
た
め
、
小
芝
居

劇
団
で
は
よ
く
掛
け
る
演
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
面
白
く
す
る
」「
受
け
る
芝
居
」
と
い
う
意
味
で
は
『
大
石
東
下
り
』
な
ど
は
、
大
石
と
立

花
左
近
の
駆
け
引
き
が
『
勧
進
帳
』
の
弁
慶
と
富
樫
の
や
り
と
り
を
想
起
さ
せ
る
構
成
に
な
っ

て
お
り
、
長
唄
「
勧
進
帳
」
を
要
所
に
入
れ
る
趣
向
は
大
衆
的
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
が
大
喜
び
す
る

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二
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川
興
行
、
そ
し
て
三
河
屋
市
川
市
蔵
劇
団
と
い
っ
た
中
芝
居
の
劇
団
で
は
、
最
後
ま
で
本
格
的

な
歌
舞
伎
を
し
て
い
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
本
稿
で
は
市
蔵
劇
団
が
演
じ
た
そ
の
他
の
演
目
の
演
出
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
彼
ら
の
演
出
の
中
に
は
、
江
戸
期
の
歌
舞
伎
が
備
え
て
い
た
美
意
識
に
基
づ
く
様
々

な
工
夫
も
あ
り
、
ま
た
、
本
格
的
な
歌
舞
伎
を
上
演
し
て
い
る
と
い
う
矜
恃
も
彼
ら
は
持
っ
て

い
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
稿
を
改
め
　76
、
小
芝
居
が
保
持
し
て
い
た
魅
力
に
つ
い
て
さ
ら
に
深

く
掘
り
下
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
２
０
１
９
年
度 

基
盤
研
究 （C

） 19K
01235

「
関
西
系
小
芝
居
（
中

芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け
て
」
の
補
助
を
受
け
て

進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

［
謝
辞
］

　
岩
井
小
紫
師
、
市
川
団
四
郎
師
と
そ
の
ご
家
族
に
は
長
年
に
亙
り
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
、
ま
た
ご
協

力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
開
始
当
時
に
一
緒
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
濱
千
代
早
由
美

氏
に
感
謝
致
し
ま
す
。
と
く
に
近
世
近
代
歌
舞
伎
研
究
家
小
池
章
太
郎
氏
に
は
近
代
文
学
研
究
門
外
漢
の

筆
者
に
対
し
、資
料
の
提
供
の
み
な
ら
ず
資
料
収
集
の
方
法
ま
で
、事
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
注
］

  １
　  

浅
野
久
枝
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団 

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡 

そ
の
一
―
小
芝
居
の

歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
役
者
家
族
と
そ
の
周
辺
―
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
四
号
、

二
○
二
一
、七
一
～
八
八
頁

  ２
　  

阿
部
優
蔵
・
小
池
章
太
郎
「
小
芝
居
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
、一
七
九
～

一
八
〇
頁
。
以
下
『
歌
舞
伎
事
典
』
の
出
版
年
な
ど
は
省
略
。

  ３
　  

延
見
子
一
座
は
中
芝
居
で
名
を
馳
せ
た
女
歌
舞
伎
役
者
市
松
延
見
子
、
本
名
松
尾
波
儔
江
を
看
板
役
者

と
し
て
、
そ
の
夫
松
尾
国
三
が
太
夫
元
で
興
行
し
た
中
芝
居
劇
団
。
細
川
興
行
は
市
蔵
劇
団
と
同
じ
く

歌
舞
伎
専
門
の
中
芝
居
劇
団
。
市
蔵
劇
団
に
次
い
で
長
く
活
動
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
解
散
。
両
劇
団

に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
を
参
照

  ４
　  

幕
末
か
ら
明
治
期
の
小
芝
居
研
究
は
近
年
進
み
つ
つ
あ
る
が
、戦
後
の
小
芝
居
研
究
は
皆
無
と
い
え
る
。

  ５
　  

二
○
一
一
年
か
ら
岩
井
小
紫
師
（
兼
元
多
恵
子
氏
）
と
市
川
団
四
郎
師
（
今
井
勝
三
氏
）
に
数
多
く
の

聞
取
り
調
査
を
実
施
し
、と
く
に
小
紫
師
に
対
し
て
は
五
十
回
以
上
に
わ
た
る
聞
書
き
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、二
○
一
一
～
一
七
年
頃
ま
で
濱
千
代
早
由
美
氏
と
と
も
に
行
っ
た
調
査
デ
ー
タ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

  ６
　  「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
催
し
は
舞
台
創
造
研
究
所
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
松
竹
株
式
会
社
制
作
で
平
成

六
～
十
七
年
ま
で
行
わ
れ
た
。「
小
芝
居
再
発
見
」
な
ど
の
企
画
は
平
成
十
年
よ
り
。

  ７
　  

本
稿
で
触
れ
る
役
者
の
経
歴
な
ど
は
前
稿
に
記
述
し
た
た
め
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。
本
文
中
に
登
場
す

る
人
名
に
つ
い
て
は
す
べ
て
敬
称
を
省
略
す
る
。役
者
の
名
前
の
み
旧
字
体
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

  ８
　  

渡
辺
保
『
新
版 

歌
舞
伎
手
帖
』
講
談
社
、
二
○
○
一
、二
八
頁

  ９
　  

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
日
本
芸
能
・
演
劇
総
合
上
演
年
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　「
箱

根
霊
験
躄
仇
討
」
項
目

　https://w
w

w
.dh-jac.net/db/nenpyo/search.php?enter=default

  10
　  

小
宮
麒
一
編
・
発
行
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇
配
役
総
覧 

第
七
版
』
平
成
二
三
、一
四
～
一
五
頁
。

以
下
、
小
宮
『
配
役
総
覧
』
と
記
す
。

  11
　  

松
竹
の
名
題
で
腕
が
あ
っ
て
も
門
閥
の
な
い
た
め
に
良
い
役
の
付
か
な
い
役
者
達
が
、
昭
和
十
六
年
に

松
竹
を
離
れ
て
結
成
し
た
の
が
新
鋭
歌
舞
伎
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
解
散
し
、
団
員
達
は

小
芝
居
畑
で
活
躍
し
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  12
　  

澤
村
清
之
助
や
市
川
小
太
夫
ら
に
師
事
し
、
小
芝
居
畑
で
活
躍
し
た
市
川
千
升
が
、
小
芝
居
の
観
客
に

は
「
お
家
騒
動
敵
討
ち
物
」
が
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
市
川
千
升
＝
一
巴
流
三
世
家
元
一
巴
千
晶

「
語
り
継
ぎ
た
い
小
芝
居
・
地
芝
居
の
心
」
平
成
十
二
年
二
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
所
収

  13
　  

林
京
平
「
箱
根
霊
験
躄
仇
討
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典 

第
四
巻
』
平
凡
社
、
昭

和
三
六
、四
三
四
～
四
三
五
頁
。
ケ
レ
ン
な
ど
演
出
に
関
し
て
は
、
別
稿
「
歌
舞
伎
演
目
に
お
け
る
小

芝
居･

中
芝
居
独
特
の
演
出
と
そ
の
保
持
に
つ
い
て

　
―
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

　

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
―
」
同
志
社
女
子
大
学
『
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第

二
二
号
、
二
○
二
二
、
印
刷
中
、
で
細
か
く
検
証
す
る
。

  14
　  

内
山
美
樹
子
「『
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』
の
成
立
」
日
本
演
劇
学
会
『
演
劇
学
論
集
・
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』

二
二
巻
、
四
三
～
五
五
頁
、
一
九
八
四
。
及
び
、
内
山
美
樹
子
「
並
木
宗
輔
の
世
話
浄
瑠
璃
―
『
和
泉

国
浮
名
溜
池
』
と
「
茜
染
野
中
の
隠
井
」
―
」
日
本
近
世
文
学
会
『
近
世
文
藝
』
四
〇
巻
、

一
九
八
四
、七
九
～
一
〇
〇
頁

  15
　  

平
成
十
三
年
九
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説

  16
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
三
二
頁

　

  17
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
一
六
七
頁

  18
　  「
禁
裏
」
を
は
ば
か
っ
て
「
金
埋
」
と
表
記
し
て
い
る
。「
埋
」
は
リ
と
は
読
ま
な
い
が
そ
れ
に
つ
い
て

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

　『
肉
附
の
面
』
や
『
良
弁
杉
由
来
』
な
ど
の
宗
教
劇
も
、
信
者
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
必
ず
受

け
る
芝
居
で
あ
る
。
と
く
に
『
肉
附
の
面
』
は
東
京
の
大
歌
舞
伎
で
は
ほ
と
ん
ど
か
け
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
浄
土
真
宗
地
帯
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
気
が
高
く
、
小
芝
居
で
も
地
芝
居
で

も
よ
く
上
演
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

近
代
的
で
は
な
い
芝
居

　
そ
も
そ
も
歌
舞
伎
と
い
う
演
劇
は
近
代
的
な
も
の
で
は
な
い
の
だ

が
、
近
代
以
降
、
史
実
に
忠
実
に
演
ず
る
「
活
歴
」
が
模
索
さ
れ
、「
芸
術
」
的
な
も
の
、「
上

品
」
な
も
の
に
転
換
し
て
い
き
、
近
代
演
劇
と
し
て
成
立
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
風
潮
が

強
く
な
っ
た
。

　
江
戸
末
期
の
歌
舞
伎
で
は
観
客
に
受
け
る
た
め
の
工
夫
を
重
ね
る
う
ち
に
意
表
を
つ
く
演
出

も
行
わ
れ
、
物
語
展
開
に
無
理
の
あ
る
物
も
生
ま
れ
た
。『
岸
姫
松
』
の
「
観
客
の
意
表
を
つ

く
表
現
」
は
ま
さ
に
そ
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
近
代
に
入
る
と
「
合
理

的
で
は
な
い
」
と
し
て
排
除
さ
れ
た
た
め
に
「
意
表
を
つ
く
表
現
」
の
演
目
は
大
歌
舞
伎
で
は

上
演
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、『
扇
谷
熊
谷
』
も
『
熊
谷
陣
屋
』
を
相

対
化
す
る
よ
う
な
演
目
で
あ
る
た
め
に
大
歌
舞
伎
で
は
厭
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
犬
丸
治
は

推
測
し
、「
か
く
て
、
近
代
的
合
理
性
は
、
歌
舞
伎
の
「
前
近
代
性
」
が
内
包
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
駆
逐
し
て
行
く
」
と
述
べ
る
。

　
岸
田
劉
生
は
「
汁
粉
を
造
る
の
に
只
砂
糖
の
み
入
れ
て
造
っ
た
の
と
、
少
し
の
塩
を
入
れ
た

の
と
で
は
そ
の
甘
さ
が
非
常
に
ち
が
う
」
よ
う
に
「
東
洋
の
美
」
に
は
「
荘
厳
」「
清
浄
」「
永

遠
」「
静
寂
」
な
ど
に
対
し
て
「
下
品
」「
ふ
ざ
け
」「
猥
雑
」「
現
世
的
」「
騒
が
し
さ
」「
グ
ロ

テ
ス
ク
さ
」
を
用
い
て
こ
そ
「
深
い
美
」
に
到
達
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
彼
は
「
卑

近
美
」
と
称
し
、
歌
舞
伎
の
美
は
「
芸
術
的
に
高
級
な
る
卑
近
美
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
75
。

つ
ま
り
、
前
近
代
性
や
「
バ
カ
バ
カ
し
さ
」
や
「
通
俗
性
」
あ
る
い
は
「
底
が
割
れ
る
」
よ
う

な
「
説
明
的
」
な
部
分
、
あ
る
い
は
見
方
に
よ
っ
て
は
「
下
品
」
な
「
笑
い
」、
こ
う
し
た
も

の
が
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
重
要
な
要
素
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
歌
舞
伎
は
江
戸
期
の
庶
民
つ
ま
り
大
衆
に
受
け
た
演
劇
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
明
治
期
の

「
活
歴
」
の
試
み
や
そ
の
後
の
芸
術
至
上
主
義
的
流
れ
の
中
で
、「
説
明
的
」「
大
衆
的
」
な
部

分
も
削
り
取
り
、
荒
唐
無
稽
な
「
前
近
代
性
」
も
削
り
取
り
、「
芸
術
的
な
」「
洗
練
さ
れ
た
」

演
劇
を
目
指
し
た
の
が
近
代
以
降
の
大
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
大
衆
に
受
け
る
歌

舞
伎
を
続
け
て
い
た
の
が
小
芝
居
の
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
大
歌
舞
伎
で

は
好
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
小
芝
居
が
得
意
と
し
て
演
じ
て
き
た
演
目
は
、「
通
俗
的
」「
説
明
的
」

で
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
江
戸
期
の
上
方
的
な
「
笑
い
」
も
保
持
し
、
江
戸
期
の
香
り
の
す

る
演
目
と
芸
風
を
保
持
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
お
わ
り
に

上
方
歌
舞
伎
に
残
っ
て
い
た
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
特
徴
を
受
け
継
い
だ
小
芝
居

　
以
上
、
近
代
以
降
の
大
歌
舞
伎
で
は
あ
ま
り
上
演
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
小
芝
居
で
上
演
さ
れ

て
い
た
演
目
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
指
摘
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し

て
、
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
香
り
を
よ
り
残
し
て
い
た
の
は
上
方
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
よ
り
「
芸
術
性
」
を
志
向
し
た
東
京
の
歌
舞
伎
界
と
は
違
い
、
上
方
歌
舞
伎
に
は
そ

の
影
響
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
後
、
上
方
歌
舞
伎
が
衰
退
し
江
戸
期
の
香

り
を
残
す
演
目
が
上
演
さ
れ
に
く
く
な
る
中
、
中
芝
居
や
小
芝
居
劇
団
が
そ
れ
ら
の
演
目
を
繰

り
返
し
上
演
し
、
結
果
と
し
て
小
芝
居
の
中
に
そ
れ
ら
が
保
持
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
近
代
以
降
の
大
歌
舞
伎
が
前
近
代
性
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
た
歴
史
や
、
史
実
に
忠
実
な
演

劇
、
芸
術
性
の
高
い
演
劇
を
目
指
し
た
と
い
う
事
実
は
、
筆
者
が
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
中
で
大
歌
舞
伎
か
ら
は
削
り
取
ら
れ
た
要

素
が
、一
段
下
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
中
芝
居
や
小
芝
居
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎
の
中
で「
ど
っ

こ
い
、
生
き
て
い
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
岸
田
言
う
と
こ
ろ
の
「
芸
術
的

に
高
級
な
る
卑
近
美
」
す
な
わ
ち
江
戸
期
の
歌
舞
伎
が
備
え
て
い
た
「
美
」
が
、
中
芝
居
や
小

芝
居
の
舞
台
の
中
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
格
的
な
芝
居
を
上
演
し
て
い
た
中
芝
居

　
以
上
、
特
徴
を
抽
出
す
る
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
小
芝

居
で
上
演
さ
れ
て
き
た
演
目
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
き
た
が
、
中
芝
居
や
小
芝
居
の
劇
団
は
こ

こ
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
演
目
だ
け
を
上
演
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
最
後
に
確
認
し

て
お
き
た
い
。『
熊
谷
陣
屋
』
や
『
加
賀
見
山
』、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
な
ど
の
丸
本
の
時
代
物
、

『
封
印
切
』
や
『
河
庄
』
な
ど
の
世
話
物
、『
河
内
山
』
の
よ
う
な
江
戸
物
、『
鏡
獅
子
』
や
『
紅

葉
狩
り
』
な
ど
の
所
作
事
な
ど
な
ど
、
大
歌
舞
伎
で
も
よ
く
掛
け
ら
れ
る
演
目
も
上
演
し
て
い

た
。
市
蔵
劇
団
で
は
、
観
客
に
顔
を
向
け
、
面
白
く
す
る
努
力
は
し
た
と
は
言
え
、
大
歌
舞
伎

の
上
演
に
準
じ
る
よ
う
な
「
ま
と
も
」
な
芝
居
を
心
が
け
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
よ
う

に
特
徴
的
な
演
目
の
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
た
め
に
、
小
芝
居
は
ケ
レ
ン
ば
か
り
行
っ
て
い

た
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
市
松
延
見
子
一
座
や
細

京都精華大学紀要　第五十五号
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川
興
行
、
そ
し
て
三
河
屋
市
川
市
蔵
劇
団
と
い
っ
た
中
芝
居
の
劇
団
で
は
、
最
後
ま
で
本
格
的

な
歌
舞
伎
を
し
て
い
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
本
稿
で
は
市
蔵
劇
団
が
演
じ
た
そ
の
他
の
演
目
の
演
出
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
彼
ら
の
演
出
の
中
に
は
、
江
戸
期
の
歌
舞
伎
が
備
え
て
い
た
美
意
識
に
基
づ
く
様
々

な
工
夫
も
あ
り
、
ま
た
、
本
格
的
な
歌
舞
伎
を
上
演
し
て
い
る
と
い
う
矜
恃
も
彼
ら
は
持
っ
て

い
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
稿
を
改
め
　76
、
小
芝
居
が
保
持
し
て
い
た
魅
力
に
つ
い
て
さ
ら
に
深

く
掘
り
下
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
２
０
１
９
年
度 

基
盤
研
究 （C

） 19K
01235

「
関
西
系
小
芝
居
（
中

芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け
て
」
の
補
助
を
受
け
て

進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

［
謝
辞
］

　
岩
井
小
紫
師
、
市
川
団
四
郎
師
と
そ
の
ご
家
族
に
は
長
年
に
亙
り
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
、
ま
た
ご
協

力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
開
始
当
時
に
一
緒
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
濱
千
代
早
由
美

氏
に
感
謝
致
し
ま
す
。
と
く
に
近
世
近
代
歌
舞
伎
研
究
家
小
池
章
太
郎
氏
に
は
近
代
文
学
研
究
門
外
漢
の

筆
者
に
対
し
、資
料
の
提
供
の
み
な
ら
ず
資
料
収
集
の
方
法
ま
で
、事
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
注
］

  １
　  

浅
野
久
枝
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団 

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡 

そ
の
一
―
小
芝
居
の

歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
役
者
家
族
と
そ
の
周
辺
―
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
四
号
、

二
○
二
一
、七
一
～
八
八
頁

  ２
　  

阿
部
優
蔵
・
小
池
章
太
郎
「
小
芝
居
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
、一
七
九
～

一
八
〇
頁
。
以
下
『
歌
舞
伎
事
典
』
の
出
版
年
な
ど
は
省
略
。

  ３
　  

延
見
子
一
座
は
中
芝
居
で
名
を
馳
せ
た
女
歌
舞
伎
役
者
市
松
延
見
子
、
本
名
松
尾
波
儔
江
を
看
板
役
者

と
し
て
、
そ
の
夫
松
尾
国
三
が
太
夫
元
で
興
行
し
た
中
芝
居
劇
団
。
細
川
興
行
は
市
蔵
劇
団
と
同
じ
く

歌
舞
伎
専
門
の
中
芝
居
劇
団
。
市
蔵
劇
団
に
次
い
で
長
く
活
動
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
解
散
。
両
劇
団

に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
を
参
照

  ４
　  

幕
末
か
ら
明
治
期
の
小
芝
居
研
究
は
近
年
進
み
つ
つ
あ
る
が
、戦
後
の
小
芝
居
研
究
は
皆
無
と
い
え
る
。

  ５
　  

二
○
一
一
年
か
ら
岩
井
小
紫
師
（
兼
元
多
恵
子
氏
）
と
市
川
団
四
郎
師
（
今
井
勝
三
氏
）
に
数
多
く
の

聞
取
り
調
査
を
実
施
し
、と
く
に
小
紫
師
に
対
し
て
は
五
十
回
以
上
に
わ
た
る
聞
書
き
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、二
○
一
一
～
一
七
年
頃
ま
で
濱
千
代
早
由
美
氏
と
と
も
に
行
っ
た
調
査
デ
ー
タ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

  ６
　  「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
催
し
は
舞
台
創
造
研
究
所
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
松
竹
株
式
会
社
制
作
で
平
成

六
～
十
七
年
ま
で
行
わ
れ
た
。「
小
芝
居
再
発
見
」
な
ど
の
企
画
は
平
成
十
年
よ
り
。

  ７
　  

本
稿
で
触
れ
る
役
者
の
経
歴
な
ど
は
前
稿
に
記
述
し
た
た
め
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。
本
文
中
に
登
場
す

る
人
名
に
つ
い
て
は
す
べ
て
敬
称
を
省
略
す
る
。役
者
の
名
前
の
み
旧
字
体
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

  ８
　  

渡
辺
保
『
新
版 

歌
舞
伎
手
帖
』
講
談
社
、
二
○
○
一
、二
八
頁

  ９
　  

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
日
本
芸
能
・
演
劇
総
合
上
演
年
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　「
箱

根
霊
験
躄
仇
討
」
項
目

　https://w
w

w
.dh-jac.net/db/nenpyo/search.php?enter=default

  10
　  

小
宮
麒
一
編
・
発
行
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇
配
役
総
覧 

第
七
版
』
平
成
二
三
、一
四
～
一
五
頁
。

以
下
、
小
宮
『
配
役
総
覧
』
と
記
す
。

  11
　  

松
竹
の
名
題
で
腕
が
あ
っ
て
も
門
閥
の
な
い
た
め
に
良
い
役
の
付
か
な
い
役
者
達
が
、
昭
和
十
六
年
に

松
竹
を
離
れ
て
結
成
し
た
の
が
新
鋭
歌
舞
伎
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
解
散
し
、
団
員
達
は

小
芝
居
畑
で
活
躍
し
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  12
　  

澤
村
清
之
助
や
市
川
小
太
夫
ら
に
師
事
し
、
小
芝
居
畑
で
活
躍
し
た
市
川
千
升
が
、
小
芝
居
の
観
客
に

は
「
お
家
騒
動
敵
討
ち
物
」
が
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
市
川
千
升
＝
一
巴
流
三
世
家
元
一
巴
千
晶

「
語
り
継
ぎ
た
い
小
芝
居
・
地
芝
居
の
心
」
平
成
十
二
年
二
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
所
収

  13
　  

林
京
平
「
箱
根
霊
験
躄
仇
討
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典 

第
四
巻
』
平
凡
社
、
昭

和
三
六
、四
三
四
～
四
三
五
頁
。
ケ
レ
ン
な
ど
演
出
に
関
し
て
は
、
別
稿
「
歌
舞
伎
演
目
に
お
け
る
小

芝
居･

中
芝
居
独
特
の
演
出
と
そ
の
保
持
に
つ
い
て

　
―
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

　

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
―
」
同
志
社
女
子
大
学
『
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第

二
二
号
、
二
○
二
二
、
印
刷
中
、
で
細
か
く
検
証
す
る
。

  14
　  

内
山
美
樹
子
「『
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』
の
成
立
」
日
本
演
劇
学
会
『
演
劇
学
論
集
・
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』

二
二
巻
、
四
三
～
五
五
頁
、
一
九
八
四
。
及
び
、
内
山
美
樹
子
「
並
木
宗
輔
の
世
話
浄
瑠
璃
―
『
和
泉

国
浮
名
溜
池
』
と
「
茜
染
野
中
の
隠
井
」
―
」
日
本
近
世
文
学
会
『
近
世
文
藝
』
四
〇
巻
、

一
九
八
四
、七
九
～
一
〇
〇
頁

  15
　  

平
成
十
三
年
九
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説

  16
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
三
二
頁

　

  17
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
一
六
七
頁

  18
　  「
禁
裏
」
を
は
ば
か
っ
て
「
金
埋
」
と
表
記
し
て
い
る
。「
埋
」
は
リ
と
は
読
ま
な
い
が
そ
れ
に
つ
い
て

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二
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を
演
じ
た
。

  48
　  

安
田
徳
子
、
前
掲
書
三
一
六
頁
。
同
頁
に
本
演
目
は
「
今
で
は
地
芝
居
に
し
か
の
こ
ら
な
い
」
と
述
べ

る
よ
う
に
東
濃
や
愛
知
の
地
芝
居
で
は
現
在
も
よ
く
掛
け
ら
れ
る
演
目
で
あ
る
。

  49
　  

非
常
に
腕
の
あ
る
役
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  50
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
六
九
頁

  51
　  

平
成
十
七
年
九
月

　
第
十
八
回
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説
。
渥
美
『
系
統
別

解
題 

下
の
二
』
八
二
頁

　

  52
　

 
 https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/856746?contentN

o=7

）、

  53
　  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttps://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/856595

　
明
治

四
一
年
か
ら
大
正
二
年
出
版
。

  54
　  『
鎌
腹
』
の
初
出
は
寛
政
三
年
の
『
い
ろ
は
仮
名
四
十
七
訓

　
弥
作
の
鎌
腹
』
と
さ
れ
て
き
た
が
、
松

葉
涼
子
の
考
証
に
よ
り
、
寛
政
九
年
の
『
扇
矢
数
四
拾
七
本
』
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
松

葉
涼
子
「『
弥
作
の
鎌
腹
』
初
出
年
時
の
再
検
討
」
歌
舞
伎
学
会
『
歌
舞
伎 

研
究
と
批
評
』
四
八
巻
、

二
○
一
二
、七
一
～
八
八
頁
）。
な
お
、
右
記
論
文
に
は
昭
和
六
年
六
月
『
明
治
座
芝
居
筋
書
き
』
の
な

か
に
、
初
代
中
村
吉
之
丞
が
「
こ
の
弥
作
の
鎌
腹
は
梅
玉
歌
右
衛
門
の
書
き
下
ろ
し
」
で
あ
り
、
歌
右

衛
門
の
弟
子
の
二
代
目
関
三
十
郎
が
「
師
匠
に
習
っ
て
、
矢
張
上
手
に
演
つ
た
の
で
す
」
と
述
べ
た
部

分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

  55
　  

歌
舞
伎 on the w

eb https://kabukidb.net/show
/299#section5 

で
は
初
出
演
目
を
『
い
ろ
は

仮
名
四
十
七
訓

　
弥
作
の
鎌
腹
』
と
し
て
い
る
が
、
松
葉
の
考
証
に
よ
る
『
扇
矢
数
四
拾
七
本
』
の
説

が
妥
当
で
あ
る
。

  56
　  

平
成
十
四
年
三
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
中
野
尚
美
解
説
、
に
よ
る
。

  57
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。
延
広
真
治
「
江
戸
文
学
の
多
様
性
―
『
肉
附

き
の
面
』
を
通
し
て
見
る
―
」『
帝
京
大
学
文
學
部
紀
要
・
日
本
文
化
学
』
四
一
巻
、
二
○
一
○
、
一

～
二
三
頁

  58
　  

延
広
真
治
、前
掲
論
文
一
四
～
一
五
頁
、及
び
、渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
二
四
一
頁
。
伊
原
『
歌

舞
伎
年
表 

第
八
巻
』
九
六
頁
、
一
○
五
頁
。
な
お
、
初
演
で
の
老
婆
は
「
茨
」
だ
が
市
蔵
劇
団
で
上

演
し
た
と
き
は
「
お
い
ま
」
で
あ
る
。

  59
　  

明
治
四
十
年
に
明
治
座
で
上
演
の
際
、
箒
で
の
折
檻
を
煙
管
に
変
え
、
面
は
辻
堂
に
掛
け
て
あ
る
面
を

外
す
、蓮
如
登
場
で
は
電
気
仕
掛
け
で
光
明
を
放
さ
せ
る
等
の
工
夫
を
右
団
次
が
行
っ
た
。
延
広
真
治
、

前
掲
論
文
、
一
五
頁
。

  60
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
二
七
六
頁
。
伊
原
『
歌
舞
伎
年
表 

第
八
巻
』
二
三
七
頁

  61
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
二
六
七
頁
。
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「
歌
舞
伎

W
iki

」「
二
月
堂
良
弁
杉
由
来
」
項
目 https://w

w
w

.arc.ritsum
ei.ac.jp/artw

iki/
。
小
宮
『
配
役

総
覧
』
二
八
〇
頁

  62
　  

渡
辺
保
「
新
潟
発
『
老
後
の
政
岡
』」
平
成
十
二
年
二
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
所
収
。
金
沢
康
隆
「
老
後
の
政
岡
」
項
目
『
演
劇
百
科
大
事
典 

第
六
巻
』
昭
和
三
七
、二
七
頁

  63
　  

上
村
以
和
於
公
式
サ
イ
ト 「
随
談
第
２
８
２
回

　
珍
品
先
代
萩
」 

二
〇
〇
九
。https://iw

aokam
im

ura.

jp/archives/944

  64
　  

多
恵
子
の
母
方
叔
父
。
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  65
　  

水
落
潔
、
前
掲
論
文

  66
　  

渡
辺
保
『
新
版 

歌
舞
伎
手
帖
』
四
六
頁

  67
　  

戸
板
康
二
「
解
説 

鐘
鳴
今
朝
噂
」
戸
板
他
監
修
『
名
作
歌
舞
伎
全
集
第
一
四
巻
』
昭
和
四
五
、四
二
～

四
三
頁

  68
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

上
』
一
四
九
頁

　

  69
　  

片
岡
仁
左
衛
門
『
と
う
ざ
い
と
う
ざ
い 

歌
舞
伎
芸
談
西
東
』
自
由
書
館
、
昭
和
五
九
、一
二
～
一
六
頁

　

  70
　  

権
藤
芳
一
「
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
研
究
報
告
書
『
近
代
歌

舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
―
近
代
歌
舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア･

近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
―
』
二
○

○
二
、八
六
頁

  71
　  

荻
田
清
『
笑
い
の
歌
舞
伎
史
』
朝
日
新
聞
社
、
二
○
○
四
。
引
用
部
分
は
、
七
八
～
八
○
頁
、
一
八
〇

頁
、
一
六
二
～
一
六
三
頁
、
一
三
五
頁

  72
　  

佐
藤
か
つ
ら
に
よ
れ
ば
明
治
期
の
東
京
の
小
芝
居
（
中
島
座
）
で
は
大
阪
の
作
品
や
、
講
談
や
実
際
の

事
件
を
題
材
に
し
た
新
作
を
掛
け「
大
芝
居
と
は
異
な
る
新
鮮
味
を
打
ち
出
」す
試
み
が
行
わ
れ
て
い
っ

た
と
い
う
（
佐
藤
か
つ
ら
『
歌
舞
伎
の
幕
末･

明
治

　
小
芝
居
の
時
代
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○

一
〇
、一
七
八
～
一
八
四
頁
）。
そ
の
傾
向
は
大
正
・
昭
和
期
ま
で
続
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
そ
の

作
者
は
先
に
紹
介
し
た
勝
諺
蔵
と
そ
の
父
能
進
で
あ
る
。

  73
　  

こ
こ
で
は
多
恵
子
や
勝
三
の
語
り
の
中
で
拾
う
こ
と
の
で
き
た
違
い
を
挙
げ
た
。
上
方
歌
舞
伎
と
東
京

の
歌
舞
伎
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
中
川
芳
三
〈
聞
き
手
・
構
成 

児
玉
竜
一
〉「〔
聞
き
書
き
〕
戦
後
の

上
方
歌
舞
伎

　
―
興
行
師･

裏
方･

演
奏
家
た
ち
―
」
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
研
究
報
告
書
『
近

代
歌
舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
―
近
代
歌
舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア･

近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
―
』

二
○
○
二
、九
一
～
一
三
〇
頁
に
詳
し
い
。

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二

は
追
求
し
な
い
。

  19
　  
平
成
十
四
年
三
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説

  20
　  

渥
美
清
太
郎
著
、
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
編
『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題 

下
の
一
』
平

成
二
三
、一
七
一
頁
。
以
下
、
渥
美
『
系
統
別
解
題
』
と
略
す
。

  21
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
一
○
二
頁

  22
　  

佐
藤
彰
「
須
磨
都
源
平
躑
躅
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』
二
四
○
頁
。
渥
美
『
系
統
別
解
題 

上
』
平
成

二
○
年
、
一
八
五
～
一
八
六
頁
。
渥
美
に
よ
れ
ば
、
こ
の
増
補
は
西
沢
一
鳳
に
よ
る
。

  23
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
三
六
～
三
七
頁
、
及
び
一
九
～
二
○
頁 

  24
　  

犬
丸
治

　
二
〇
〇
三
年
三
月
劇
評

　
南
座
見
物
記
～
團
菊
の
時
代
～

  

　http://inum
aru.la.coocan.jp/new

page88.htm

  25
　  

横
山
正
「
岸
姫
松
轡
鑑
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』
一
三
六
頁

  26
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
七
三
頁

  27
　  

小
池
章
太
郎
「
黒
手
組
曲
輪
達
引
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』
一
五
五
～
一
五
六
頁
。
渥
美
『
系
統
別
解

題 

中
』
平
成
二
二
、一
七
○
頁

  28
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
八
四
～
八
五
頁

  29
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

中
』
一
七
〇
頁

  30
　  

相
十
郎
に
つ
い
て
は
拙
稿
二
○
二
一
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
、
二
代
目
坂
東
秀
調
の
弟
子
で
太
夫
元

も
し
な
が
ら
東
北
、
北
海
道
を
中
心
に
地
方
興
行
を
し
た
役
者
と
判
明
し
た
。
藤
尾
真
一
「
明
治
人
に

訊
く 

一
二

　
一
座
を
組
ん
で
… 

市
川
白
蔵
の
歩
い
て
き
た
道
」
演
劇
出
版
社
『
演
劇
界 
第
三
十
巻
第

十
四
号
』
昭
和
四
七
、六
八
～
七
一
頁

  31
　  

三
代
目
勝
諺
蔵
は
一
八
四
四
～
一
九
〇
二
年
。
江
戸
浅
草
生
ま
れ
。
三
代
目
瀬
川
如
皐
に
入
門
。
明
治

五
年
以
降
、
父
の
い
る
大
阪
で
親
子
と
も
に
活
躍
。
古
井
戸
秀
夫
「
勝
諺
蔵
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』

一
○
八
頁

  32
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
平
成
二
四
、二
○
三
頁
。
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表 

第
七
巻
』、
岩
波

書
店
、
昭
和
三
七
、二
四
三
頁
に
記
載
の
、
明
治
一
二
年
三
月
に
上
演
さ
れ
た
『
実
録
』
の
高
安
月
郊

の
評
に
は
禅
師
坊
に
わ
ざ
と
会
わ
ず
に
帰
そ
う
と
し
、
禅
師
坊
が
自
害
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

  33
　  

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
日
本
芸
能･

演
劇
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　「
蝶
千
鳥
曾
我

実
録
」
項
目

　https://w
w

w
.dh-jac.net/db/nenpyo/search.php?enter=default 

  34
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
一
五
八
～
一
五
九
頁

  35
　  

安
田
徳
子
『
地
方
芝
居
・
地
芝
居
研
究
―
名
古
屋
と
そ
の
周
辺
―
』
お
う
ふ
う
、
平
成
二
一
、三
○
八

～
三
一
一
頁
に
は
、
地
芝
居
で
演
じ
ら
れ
る
『
曾
我
中
村
』
の
原
作
と
い
う
べ
き
も
の
が
み
つ
か
ら
な

い
、
と
述
べ
て
い
る
が
、『
中
村
閑
居
』
の
原
作
は
『
実
録
』
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
う
。
安
田
が
述

べ
る
よ
う
に
地
方
巡
業
を
す
る
小
芝
居
を
通
じ
て
地
芝
居
に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

  36
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

上
』
七
六
頁
。
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表 

第
五
巻
』
昭
和
三
五
、八
五
頁

  37
　  

服
部
幸
雄
「
近
松
半
二
が
描
い
た
人
び
と
」
平
成
一
七
年
第
十
七
回
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
所
収
。
小
宮
『
配
役
総
覧
』
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
を
見
て
も
明
治
期
に
二
、三
回
上
演
さ

れ
た
だ
け
で
あ
る
。

  38
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
一
』
二
六
五
頁

  39
　  

戸
板
康
二
「
解
説 

国
訛
嫩
笈
摺
」
戸
板
他
監
修
『
名
作
歌
舞
伎
全
集 

第
七
巻
』
東
京
創
元
新
社
、
昭

和
四
四
、二
八
〇
～
二
八
二
頁

  40
　  

福
之
助
は
多
恵
子
の
母
方
叔
父
。
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  41
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題

　
下
の
一
』
三
二
二
頁
。
小
宮
『
配
役
総
覧
』
二
一
二
頁

  42
　  

水
落
潔「『
根
引
き
の
門
松
』を
巡
っ
て
」平
成
一
五
年
九
月「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」公
演
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
所
収
。

  43
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
六
八
～
六
九
頁
に
渥
美
が
書
い
た
『
本
蔵
土
壇
』
の
粗
筋
に
は
三
千

歳
姫
は
登
場
し
な
い
。

  44
　  『
本
蔵
土
壇
』
は
幕
末
に
上
方
で
か
け
ら
れ
て
い
た
芝
居
で
あ
ろ
う
と
早
川
由
美
は
推
測
し
て
い
る
（
早

川
由
美
「
忠
臣
蔵
外
伝
と
名
古
屋
芝
居
―
『
本
蔵
下
屋
敷
』
と
七
代
目
市
川
団
十
郎
―
」
名
古
屋
芸
能

文
化
会
『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
一
四
号
、
平
成
一
六
、一
三
～
二
八
頁
）。『
増
補
忠
臣
蔵
』
の
初
演
も

明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
五
年
、
十
一
年
な
ど
の
説
が
あ
る
（
伊
原
『
歌
舞
伎
年
表 

第
七
巻
』

一
七
六
頁
。
吉
永
孝
雄
「『
仮
名
手
本
』
以
外
の
浄
瑠
璃
」
演
劇
出
版
社
『
演
劇
界
臨
時
増
刊 

第
二
○

巻
第
一
二
号
、
一
九
六
二
、四
五
～
四
九
頁
。
今
尾
哲
也
「
忠
臣
蔵
物
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』

二
七
二
頁
。）。
ま
た
、
小
宮
『
配
役
総
覧
』
二
四
七
頁
で
は
明
治
二
十
八
年
八
月 

常
盤
座
の
上
演
か

ら
三
千
歳
姫
が
登
場
し
て
い
る
。
つ
ま
り
明
治
二
十
年
代
前
半
ま
で
は
三
千
歳
姫
の
出
な
い
『
増
補
忠

臣
蔵
』『
本
蔵
下
屋
敷
』
が
上
演
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

  45
　  
小
宮
『
配
役
総
覧
』
二
四
七
頁

  46
　  

四
代
目
鴈
治
郎
の
談
話

　http://w
w

w
.kabuki.ne.jp/cm

s/topics_20180202_1162.htm
l

。 

国
立
劇
場
三
月
歌
舞
伎
特
設
サ
イ
トhttps://w

w
w

.ntj.jac.go.jp/kokuritsu/h30/kabuki_3.htm
l

。 

伊
原
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
七
巻
、
五
三
二
頁
な
ど
。

  47
　  

大
阪
松
竹
座
「
関
西･
歌
舞
伎
を
愛
す
る
会
第
八
回
七
月
大
歌
舞
伎
」
で
三
代
目
鴈
治
郎
が
若
狭
之
助

京都精華大学紀要　第五十五号
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を
演
じ
た
。

  48
　  
安
田
徳
子
、
前
掲
書
三
一
六
頁
。
同
頁
に
本
演
目
は
「
今
で
は
地
芝
居
に
し
か
の
こ
ら
な
い
」
と
述
べ

る
よ
う
に
東
濃
や
愛
知
の
地
芝
居
で
は
現
在
も
よ
く
掛
け
ら
れ
る
演
目
で
あ
る
。

  49
　  

非
常
に
腕
の
あ
る
役
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  50
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 
下
の
二
』
六
九
頁

  51
　  

平
成
十
七
年
九
月

　
第
十
八
回
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説
。
渥
美
『
系
統
別

解
題 

下
の
二
』
八
二
頁

　

  52
　

 
 https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/856746?contentN

o=7

）、

  53
　  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttps://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/856595

　
明
治

四
一
年
か
ら
大
正
二
年
出
版
。

  54
　  『
鎌
腹
』
の
初
出
は
寛
政
三
年
の
『
い
ろ
は
仮
名
四
十
七
訓

　
弥
作
の
鎌
腹
』
と
さ
れ
て
き
た
が
、
松

葉
涼
子
の
考
証
に
よ
り
、
寛
政
九
年
の
『
扇
矢
数
四
拾
七
本
』
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
松

葉
涼
子
「『
弥
作
の
鎌
腹
』
初
出
年
時
の
再
検
討
」
歌
舞
伎
学
会
『
歌
舞
伎 

研
究
と
批
評
』
四
八
巻
、

二
○
一
二
、七
一
～
八
八
頁
）。
な
お
、
右
記
論
文
に
は
昭
和
六
年
六
月
『
明
治
座
芝
居
筋
書
き
』
の
な

か
に
、
初
代
中
村
吉
之
丞
が
「
こ
の
弥
作
の
鎌
腹
は
梅
玉
歌
右
衛
門
の
書
き
下
ろ
し
」
で
あ
り
、
歌
右

衛
門
の
弟
子
の
二
代
目
関
三
十
郎
が
「
師
匠
に
習
っ
て
、
矢
張
上
手
に
演
つ
た
の
で
す
」
と
述
べ
た
部

分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

  55
　  

歌
舞
伎 on the w

eb https://kabukidb.net/show
/299#section5 

で
は
初
出
演
目
を
『
い
ろ
は

仮
名
四
十
七
訓

　
弥
作
の
鎌
腹
』
と
し
て
い
る
が
、
松
葉
の
考
証
に
よ
る
『
扇
矢
数
四
拾
七
本
』
の
説

が
妥
当
で
あ
る
。

  56
　  

平
成
十
四
年
三
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
中
野
尚
美
解
説
、
に
よ
る
。

  57
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。
延
広
真
治
「
江
戸
文
学
の
多
様
性
―
『
肉
附

き
の
面
』
を
通
し
て
見
る
―
」『
帝
京
大
学
文
學
部
紀
要
・
日
本
文
化
学
』
四
一
巻
、
二
○
一
○
、
一

～
二
三
頁

  58
　  

延
広
真
治
、前
掲
論
文
一
四
～
一
五
頁
、及
び
、渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
二
四
一
頁
。
伊
原
『
歌

舞
伎
年
表 

第
八
巻
』
九
六
頁
、
一
○
五
頁
。
な
お
、
初
演
で
の
老
婆
は
「
茨
」
だ
が
市
蔵
劇
団
で
上

演
し
た
と
き
は
「
お
い
ま
」
で
あ
る
。

  59
　  

明
治
四
十
年
に
明
治
座
で
上
演
の
際
、
箒
で
の
折
檻
を
煙
管
に
変
え
、
面
は
辻
堂
に
掛
け
て
あ
る
面
を

外
す
、蓮
如
登
場
で
は
電
気
仕
掛
け
で
光
明
を
放
さ
せ
る
等
の
工
夫
を
右
団
次
が
行
っ
た
。
延
広
真
治
、

前
掲
論
文
、
一
五
頁
。

  60
　  

小
宮
『
配
役
総
覧
』
二
七
六
頁
。
伊
原
『
歌
舞
伎
年
表 

第
八
巻
』
二
三
七
頁

  61
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

下
の
二
』
二
六
七
頁
。
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「
歌
舞
伎

W
iki

」「
二
月
堂
良
弁
杉
由
来
」
項
目 https://w

w
w

.arc.ritsum
ei.ac.jp/artw

iki/

。
小
宮
『
配
役

総
覧
』
二
八
〇
頁

  62
　  

渡
辺
保
「
新
潟
発
『
老
後
の
政
岡
』」
平
成
十
二
年
二
月
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
所
収
。
金
沢
康
隆
「
老
後
の
政
岡
」
項
目
『
演
劇
百
科
大
事
典 

第
六
巻
』
昭
和
三
七
、二
七
頁

  63
　  

上
村
以
和
於
公
式
サ
イ
ト 「
随
談
第
２
８
２
回

　
珍
品
先
代
萩
」 

二
〇
〇
九
。https://iw

aokam
im

ura.

jp/archives/944

  64
　  

多
恵
子
の
母
方
叔
父
。
前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
参
照

  65
　  

水
落
潔
、
前
掲
論
文

  66
　  

渡
辺
保
『
新
版 

歌
舞
伎
手
帖
』
四
六
頁

  67
　  

戸
板
康
二
「
解
説 

鐘
鳴
今
朝
噂
」
戸
板
他
監
修
『
名
作
歌
舞
伎
全
集
第
一
四
巻
』
昭
和
四
五
、四
二
～

四
三
頁

  68
　  

渥
美
『
系
統
別
解
題 

上
』
一
四
九
頁

　

  69
　  

片
岡
仁
左
衛
門
『
と
う
ざ
い
と
う
ざ
い 

歌
舞
伎
芸
談
西
東
』
自
由
書
館
、
昭
和
五
九
、一
二
～
一
六
頁

　

  70
　  

権
藤
芳
一
「
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
研
究
報
告
書
『
近
代
歌

舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
―
近
代
歌
舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア･

近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
―
』
二
○

○
二
、八
六
頁

  71
　  

荻
田
清
『
笑
い
の
歌
舞
伎
史
』
朝
日
新
聞
社
、
二
○
○
四
。
引
用
部
分
は
、
七
八
～
八
○
頁
、
一
八
〇

頁
、
一
六
二
～
一
六
三
頁
、
一
三
五
頁

  72
　  

佐
藤
か
つ
ら
に
よ
れ
ば
明
治
期
の
東
京
の
小
芝
居
（
中
島
座
）
で
は
大
阪
の
作
品
や
、
講
談
や
実
際
の

事
件
を
題
材
に
し
た
新
作
を
掛
け「
大
芝
居
と
は
異
な
る
新
鮮
味
を
打
ち
出
」す
試
み
が
行
わ
れ
て
い
っ

た
と
い
う
（
佐
藤
か
つ
ら
『
歌
舞
伎
の
幕
末･

明
治

　
小
芝
居
の
時
代
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○

一
〇
、一
七
八
～
一
八
四
頁
）。
そ
の
傾
向
は
大
正
・
昭
和
期
ま
で
続
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
そ
の

作
者
は
先
に
紹
介
し
た
勝
諺
蔵
と
そ
の
父
能
進
で
あ
る
。

  73
　  
こ
こ
で
は
多
恵
子
や
勝
三
の
語
り
の
中
で
拾
う
こ
と
の
で
き
た
違
い
を
挙
げ
た
。
上
方
歌
舞
伎
と
東
京

の
歌
舞
伎
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
中
川
芳
三
〈
聞
き
手
・
構
成 

児
玉
竜
一
〉「〔
聞
き
書
き
〕
戦
後
の

上
方
歌
舞
伎

　
―
興
行
師･

裏
方･

演
奏
家
た
ち
―
」
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
研
究
報
告
書
『
近

代
歌
舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
―
近
代
歌
舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア･

近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
―
』

二
○
○
二
、九
一
～
一
三
〇
頁
に
詳
し
い
。

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その二
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  74
　  
市
川
猿
之
助『
猿
之
助
の
歌
舞
伎
講
座
』新
潮
社
、一
九
八
四
、一
六
頁
。
し
か
し
神
山
彰
に
よ
れ
ば「
正

統
的
」
と
い
わ
れ
る
九
代
目
團
十
郎
や
五
代
目
菊
五
郎
も
晩
年
ま
で
『
紅
葉
狩
』
で
火
を
噴
き
電
気
照

明
を
使
い
『
風
船
乗
』『
奴
凧
』
で
宙
乗
り
も
演
じ
、
六
代
目
菊
五
郎
も
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ

た
と
述
べ
る
（
神
山
彰
「
歌
舞
伎
―
近
代
か
ら
現
代
へ
」
服
部
幸
雄
監
修
『
日
本
の
伝
統
芸
能
講
座

　

舞
踊･

演
劇
』
淡
交
社
、
平
成
二
一
年
、
四
二
九
頁
）。
芸
術
至
上
主
義
路
線
は
彼
ら
だ
け
が
推
し
進

め
た
訳
で
は
な
い
。

  75
　  

岸
田
劉
生
『
歌
舞
伎
美
論
』
早
川
書
房
、
昭
和
二
三
、
三
六
頁
他

　

  76
　  

注
13
に
記
し
た
別
稿
で
論
じ
た
。

京都精華大学紀要　第五十五号




